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口絵

６月１２日（金） 岩見沢市立幌向小学校勾玉づくり体験学習 ７月７日（火） 大阪府立弥生文化博物館施設見学

７月２９日（水） カトリック小野幌教会サマースクール

勾玉づくり体験学習

７月３０日（木） トライ☆アス☆カル２００９

「サマーアートキャンプⅠＮ江別」施設利用

７月４日（土） 考古学教室出前講座１（釧路町） ２月２７日（土） 考古学教室出前講座７（喜茂別町）

１月１４日（木） 子どもの文化財愛護活動推進事業

「わんぱくラリー」（洞爺湖町）

２月１８日（木） 子どもの文化財愛護活動推進事業

「キッズスクール」（下川町）
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１ 設置の目的
北海道には貴重な埋蔵文化財が数多く発見されており、これらの埋蔵文化財の保護、保存・活

用を図るため、調査研究を行なうとともに、出土文化財等の収蔵保管、公開展示並びに文化財保

護思想の普及啓発を図る総合的な機能を有する道立の埋蔵文化財センターを設置する。

２ 沿 革
平成７年３月 北海道立埋蔵文化財センター（仮称）基本構想策定

平成８年９月 本館基本設計完了

平成９年３月 本館実施設計完了

１０月 本館建設工事着工

１２月 別館（整理作業所）基本設計完了

平成１０年３月 別館（整理作業所）実施設計完了

９月 別館（整理作業所）建設工事着工

平成１１年３月 本館建設工事竣工

４月 北海道立埋蔵文化財センター開設

８月 別館（整理作業所）建設工事竣工

１１月 一般公開

３ 施設の概要
� 工期
［本館工事］ 平成９年１０月３１日着工 平成１１年３月１８日竣工

［別館工事］ 平成１０年９月１０日着工 平成１１年８月１８日竣工

［外構工事］ 平成１１年７月２８日着工 平成１１年１２月１０日竣工

� 面積
［敷地面積］ １８，５９９．５０㎡

［延床面積］ 本館：５，０６３．０２㎡ （鉄筋コンクリート造・２階建）

別館：２，０８１．８０㎡ （鉄骨造・３階建；整理作業所）（渡り廊下含む）

［部屋別面積］

本館１階：調査研究室（２５３㎡）

保存科学室（１６７㎡）

観測・計測・修復室（４７㎡）

金属製品処理室（３１㎡）

分析室（４８㎡）

実験室（５３㎡）

撮影室・暗室（１０５㎡）

図書室（１７７㎡）

一般収蔵庫（３９９㎡）

展示収蔵庫（３２１㎡）

展示室（３１０㎡）
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２階平面図
整理作業室

整理作業室

一般収蔵庫

機械室

事務室

所長室

特別
収蔵庫

特別
収蔵庫

研修室

機械室

２階：所長室（４７㎡）

事務室（２４１㎡）

特別収蔵庫（２２７㎡）

研修室（１９６㎡）

一般収蔵庫（３１９㎡）

別館１階：整理作業室（５２０㎡）

２階：整理作業室（５４０㎡）

３階：整理作業室（２２０㎡）

職名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名
所 長 坂本 均 総務部長 中田 仁 普及活用課長 鎌田 望
副所長 松本昭一 総務課長 松本 繁 普及活用課主査 藤本昌子
副所長 畑 宏明 総務課主査 葛西宏昭 普及活用課主査 倉橋直孝

総務課主任 今本宏信 普及活用課主査 藤井 浩
総務課参与 北浦 満 第１調査課長 田口 尚
総務課参与 石田八郎 第１調査課主査 花岡正光
会計課長 吉田貴和子 第１調査課主任 吉田裕吏洋
会計課主任 中村貴志

� 組織図

� 職員名簿
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４ 調査研究事業の概要

� 重要遺跡確認調査
〔調査遺跡〕 幌延町音類竪穴群（北海道教育委員会登載番号 G－０９－１）

〔所 在 地〕 天塩郡幌延町字浜里１８８ほか 国有林１７４～１７５林班

天塩郡豊富町稚咲内 国有林１７３林班

〔調査期間〕 平成２１年９月２８日～１０月１６日

〔調査内容〕 北海道教育委員会では、北海道史をたどる上で重要と考えられる５０遺跡を選定し、調

査対象順に５遺跡ずつ１０グループに区分している。北海道立埋蔵文化財センターでは、これらの遺跡

を対象に重要遺跡確認調査を実施することとなった。確認調査は、平成１２年度に小樽市・余市町所在

の西崎山ストーンサークル、平成１３・１４年度に奥尻町青苗砂丘遺跡、平成１５・１６年度に恵山町（現函

館市）恵山貝塚で実施した。幌延町音類竪穴群については、平成１１年度以降に地元調整と予備的調査

を行い、土地所有者および幌延町・同町教育委員会の協力を得られる見込みとなったことから、平成

１７年度から調査を開始した。全体を５か年で行う計画を立て、今年度で調査を終了した。

平成２１年度は豊富町側の踏査を行い、稚咲内で竪穴住居跡５軒とチャシ跡を１か所検出した。これ

により音類竪穴群の北限を確認することができた。これにより、平成１７年度から平成２１年度の５か年

の調査で、確認し位置を記録した竪穴は総数７９６軒である。竪穴のまとまりとして確認できた範囲は４０

か所である。

竪穴は、サロベツ川に面する砂丘上の北東－南西方向へのびる尾根上に多く立地している。一部は

尾根から湿地へ向かう低位部にも見られる。分布は「大曲地区」周辺が最も多い。この地域はサロベ

ツ川が砂丘に最も接近する場所である。サロベツ川が砂丘から遠ざかる地区では少なくなり、再び砂

丘に近づく地区では「１号チャシ地区」「H１９－１地区」など、竪穴が増加する傾向がうかがえる。

また、「H１８－９・１０・１１地区」のように、従来竪穴が存在しないと考えられてきた砂丘列の日本海

側で竪穴が確認されている。また、平成１７・１８・２１年度の調査時にそれぞれチャシ跡を発見した。サ

ロベツ川筋では初めての発見である。詳細は、別に刊行した報告書に掲載している。

豊富町側踏査状況
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確認した竪穴群の位置
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� 大会・研究会・研修会参加
平成２１年５月２１日（木）・２２日（金）福岡県北九州市

平成２１年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会役員会・総会、関連施設視察

参加者：所長 坂本 均

平成２１年５月２１日（木）・２２日（金）福岡県北九州市

平成２１年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会総会、関連施設視察

参加者：総務部総務課参与 石田八朗

平成２１年６月１３日（土）・１４日（日）岡山県倉敷市

文化財保存修復学会第３１回大会および２００９年度総会

参加者：第１調査部第１調査課課長 田口 尚

平成２１年７月３日（金）・４日（土）奈良県奈良市

第２１回埋蔵文化財写真技術研究会

参加者：第１調査部第１調査課主任 吉田裕吏洋

平成２１年７月１１日（土）・１２日（日）愛知県名古屋市

日本文化財科学会第２６回大会

参加者：第１調査部第１調査課課長 田口 尚

� 事業共催・事業協力・講師派遣・市町村協力
平成２１年５月３０・３１日（土・日）

事 業 名：「オホーツクフェアin札幌２００９Natural Factory OKHOTSK」

『楽しく学ぶモノづくりの考古学』

実施場所：サッポロファクトリー二条館地下

主 催：網走支庁・オホーツク圏観光連盟、共催：北海道開拓記念館・�北海道開拓の村・北海
道立埋蔵文化財センター・湧別川流域史研究会、協 力：サッポロファクトリー・㈱サ

ッポロライオン・NEXCO東日本・JR北海道・�オホーツク地域振興機構
講 師：第１調査部普及活用課課長 鎌田 望、主査 倉橋直孝・藤井 浩

参 加 者：１３１名（３０日：勾玉づくり２５名、土偶づくり３名、石器づくり１名、計２９名。

３１日：勾玉づくり５７名、土偶づくり２０名、石器作り２５名、計１０２名）

＊勾玉づくりは北海道立埋蔵文化財センター、土偶づくりは北海道開拓記念館、石器づくりは湧別

川流域史研究会が担当した。

オホーツクフェアin札幌２００９ Natural Factory OKHTSK『楽しく学ぶモノづくりの考古学』
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平成２１年１０月２３日（金）

事 業 名：石狩管内教育研究会 社会（小）部会 二次集会全体研修

実施場所：千歳市立緑小学校体育館

主 催：石狩管内教育研究会

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝・藤井 浩

参 加 者：８２名（大人）

平成２１年１１月１３日（土）

事 業 名：北海道博物館紀行「北海道立埋蔵文化財センター：土偶のおはなしと土偶づくり」

実施場所・主 催：北海道立北方民族博物館

講 師：第１調査部普及活用課課長 鎌田 望

参 加 者：１０名（大人）

平成２１年１１月１３日（土）

事 業 名：北広島市エコミュージアム推進事業

まちを好きになる市民大学「エコミュージアム資料論 考古学資料論」

実施場所：北広島市芸術文化ホール

主 催：北広島市教育委員会北広島エコミュージアム事務局

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参 加 者：３６名（大人）

平成２２年１月１４日（木）

事 業 名：子どもの文化財愛護活動推進事業「わんぱくラリー」

実施場所：洞爺湖町役場防災研修ホール

主 催：洞爺湖町教育委員会

共 催：北海道文化財保護協会

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参 加 者：５３名（大人９名、子ども４４名）

平成２２年２月１８日（木）

事 業 名：子どもの文化財愛護活動推進事業：「キッズスクール」

実施場所：下川町町民会館

主 催：下川町教育委員会

共 催：北海道文化財保護協会

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参 加 者：２４名（大人４名、子ども２０名）

平成２２年２月１９日（金）

事 業 名：子どもの文化財愛護活動推進事業：「お話し会＋勾玉つくり」

実施場所：下川町恵林館

主 催：アイスキャンドルスクエア実行委員会、共催：北海道文化財保護協会

講 師：第２調査部第２調査課主査 笠原 興、第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参 加 者：お話し会 ５０名（大人４２名、子ども８名）、

勾玉つくり４０名（大人３２名、子ども８名）、

計９０名（大人７４名、子ども１６名）
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５ 収蔵・保管事業の概要

� 収蔵資料目録
出土文化財を北海道出土文化財取扱要綱（平成１３年４月１１日付け教育庁・出納局長通知）等に則し

て保管し、いつでも活用できるよう管理を行い、整理作業を進めている。

収蔵資料目録の中で、網掛け部分が今年度新たに収蔵したものである。また、報告書ごとの復元個

体数も掲載した。

シリーズ名称 発 行 年 度 報 告 書 名 所在地 遺 跡 名
掲載遺物コ
ン テ ナ 数

その他コ
ンテナ数

復元土器
個 体 数

備 考

１ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々４ ５ １４０ １
２ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々５ １ １ ０
３ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々４ ３ １５２ １５
４ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々５ １１ ７４ ０
５ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々６ ２ １３ ０
６ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々７ ７ ４２ ０
７ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々４ ６ ３６５ １０８
８ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々５ ３ ５０ ５
９ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々６ ２ １６ ３
１０ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々７ １ ４ ３
１１ 北埋調報 ７ 昭和５６ １９８１ 美沢川流域の遺跡群Ⅴ 千歳市 美々８ １ ９１ １１７
１２ 北埋調報 ８ 昭和５７ １９８２ 美沢川流域の遺跡群Ⅵ 千歳市 美々８ １ ５ ９
１３ 北埋調報 ９ 昭和５７ １９８２ ママチ遺跡 千歳市 ママチ ９ １６１ ７３
１４ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々４ ９ １６６ １４３
１５ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々９ １ ２ ４
１６ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々４ ３ ３３ ３２
１７ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々５ １ ５ ０
１８ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々２ ９ ５３ ４
１９ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々４ ５ ５７ ０
２０ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々８ １ ７ ５
２１ 北埋調報 ３５ 昭和６１ １９８６ 美沢川流域の遺跡群Ⅹ 千歳市 美々３ ２ １３ ４
２２ 北埋調報 ３６ 昭和６１ １９８６ ママチ遺跡Ⅲ 千歳市 ママチ ８ ８４ ７５
２３ 北埋調報 ４４ 昭和６２ １９８７ 美沢川流域の遺跡群XI 千歳市 美々８ ２ ４２ ２７
２４ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々３ ２ ３９ ７
２５ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々８ １ ４２ ７２
２６ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々３ １４ １３４ ３４
２７ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々８低湿部 ０ ０ ０
２８ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々３ ４ １０ ３１
２９ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々７ ３ １４ １２
３０ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８ ３ ３７ １６
３１ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ２
３２ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々７ ３ １１ ７
３３ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８ ２ ５９ ７２
３４ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ １
３５ 北埋調報 ８６ 平成５ １９９３ ユカンボシC２遺跡 千歳市 ユカンボシC２ ４ ２４ １４
３６ 北埋調報 ８９ 平成５ １９９３ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ 千歳市 美々８ １ ０ ８４
３７ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 オサツトー１ １ ０ ０
３８ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 キウス７ ４ １４ １３
３９ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス５ ９ ３３ １２
４０ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス７ １ ５ ７
４１ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 ケネフチ８ １ ５ ０
４２ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ２ ４ ２０ １１７
４３ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ１４ ７ ３１ １６
４４ 北埋調報 １００ 平成７ １９９５ ユカンボシC９遺跡 千歳市 ユカンボシC９ ３ ２５ ３３
４５ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８ ０ ０ １４
４６ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８低湿部 ２ １６８ １０
４７ 北埋調報 １０３ 平成７ １９９５ オサツ２遺跡� 千歳市 オサツ２ ５ ０ ３０
４８ 北埋調報 １０４ 平成７ １９９５ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ ９ ８９ １８
４９ 北埋調報 １０５ 平成７ １９９５ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ １５ ９７ １１０
５０ 北埋調報 １１３ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅨ 千歳市 美々４ １２ ３４３ ２２９
５１ 北埋調報 １１４ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ０
５２ 北埋調報 １１５ 平成８ １９９６ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ １７ １１３ ２５４
５３ 北埋調報 １１６ 平成８ １９９６ キウス５遺跡�B・C地区 千歳市 キウス５ ９ ２４ １７
５４ 北埋調報 １１７ 平成８ １９９６ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ ８ ２９ ０
５５ 北埋調報 １１９ 平成８ １９９６ キウス４遺跡 千歳市 キウス４ ４ ３７ １
５６ 北埋調報 １２４ 平成９ １９９７ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ２４ ３７７ １２１
５７ 北埋調報 １２５ 平成９ １９９７ キウス５遺跡�A２地区 千歳市 キウス５ １１ １５１ １５９
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５８ 北埋調報 １２６ 平成９ １９９７ キウス５遺跡�B・C地区 千歳市 キウス５ ４ ４６ １
５９ 北埋調報 １２７ 平成９ １９９７ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ ６ １６ ５
６０ 北埋調報 １２８ 平成９ １９９７ ユカンボシC１５遺跡� 千歳市 ユカンボシC１５ ３ ３６ ８１
６１ 北埋調報 １３３ 平成１０ １９９８ ユカンボシC１５遺跡� 千歳市 ユカンボシC１５ １４ ２８３ ６３
６２ 北埋調報 １３４ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�AHKI地区 千歳市 キウス４ ４２ ３０２ ２３４
６３ 北埋調報 １３５ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�A２地区 千歳市 キウス４ ５ ３９ １４
６４ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５� キウス７�遺跡 千歳市 キウス５ １ ０ ０
６５ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５� キウス７�遺跡 千歳市 キウス７ １ １ ０
６６ 北埋調報 １３８ 平成１１ １９９９ 柏台１遺跡 千歳市 柏台１ ２６ ２２ ０
６７ 北埋調報 １４４ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ １１ ３３ ４０
６８ 北埋調報 １４６ 平成１１ １９９９ ユカンボシC１５遺跡� 千歳市 ユカンボシC１５ １ ４６ １４
６９ 北埋調報 １４７ 平成１１ １９９９ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ２ ４２ １４
７０ 北埋調報 １４８ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ７ １６ ２
７１ 北埋調報 １５２ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ １８ １０９ ４５
７２ 北埋調報 １５７ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ４９ ５１９ ３８０
７３ 北埋調報 １５９ 平成１２ ２０００ ユカンボシC１５遺跡� 千歳市 ユカンボシC１５ １ １ ３
７４ 北埋調報 １６０ 平成１２ ２０００ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ５ ３２ ４１
７５ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー１ ４ １４ ３３
７６ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー２ １ ５ ０
７７ 北埋調報 １７４ 平成１３ ２００１ ケネフチ９遺跡 千歳市 ケネフチ９ ２ １０ １
７８ 北埋調報 １７６ 平成１３ ２００１ ユカンボシC１５遺跡� 千歳市 ユカンボシC１５ ０ ０ ０
７９ 北埋調報 １７７ 平成１３ ２００１ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ １ ６ ６９
８０ 北埋調報 １７８ 平成１４ ２００２ 西島松５遺跡 恵庭市 西島松５ ６８ ２１８ ９７
８１ 北埋調報 １８０ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡	 千歳市 キウス４ ９０ １６２３ ６９６
８２ 北埋調報 １８７ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡
 千歳市 キウス４ ０ ０ ０
８３ 北埋調報 １８８ 平成１４ ２００２ オルイカ１遺跡 千歳市 オルイカ１ ２ ３２ ２
８４ 北埋調報 １８９ 平成１４ ２００２ オルイカ２遺跡 千歳市 オルイカ２ ５ １７ ４
８５ 北埋調報 １９２ 平成１４ ２００２ ユカンボシC１５遺跡� 千歳市 ユカンボシC１５ ０ ５９ ０
８６ 北埋調報 １９３ 平成１４ ２００２ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ４１ ８１ ３６
８７ 北埋調報 １９４ 平成１５ ２００３ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ７ ２１ １９
８８ 北埋調報 ２０４ 平成１５ ２００３ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ３ ５ １１
８９ 北埋調報 ２０６ 平成１５ ２００３ オルイカ１遺跡� 千歳市 オルイカ１ １ ２ ２
９０ 北埋調報 ２０７ 平成１５ ２００３ チプニー２遺跡� 千歳市 チプニー２ ２ １２ １２
９１ 北埋調報 ２０９ 平成１６ ２００４ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ５５ ４５５ ４６７
９２ 北埋調報 ２１５ 平成１６ ２００４ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ０ １ ０
９３ 北埋調報 ２２１ 平成１７ ２００５ オルイカ２遺跡� 千歳市 オルイカ２ ２３ ３４ １０
９４ 北埋調報 ２２４ 平成１８ ２００６ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ １０ ２７ ２２
９５ 北埋調報 ２２５ 平成１７ ２００５ チプニー２遺跡� 千歳市 チプニー２ ３１ ７ ２７
９６ 北埋調報 ２２６ 平成１７ ２００５ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ １６ ３８ ４１
９７ 北埋調報 ２３１ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ３３ ４９ ４２９
９８ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 梅川２ ３ ５ ６
９９ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 祝梅川上田 ５ ９ ４
１００ 北埋調報 ２４０ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡	 江別市 対雁２ １３ １４ ２２
１０１ 北埋調報 ２４８ 平成２０ ２００８ 西島松３・５遺跡� 恵庭市 西島松５ ３３ ４８６ １４０
１０２ 北埋調報 ２５１ 平成１９ ２００７ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ ３ １７ １０
１０３ 北埋調報 ２５２ 平成１９ ２００７ キウス９遺跡 千歳市 キウス９ １３ ４９ １８１
１０４ 北埋調報 ２５３ 平成２０ ２００８ 梅川４遺跡� 千歳市 梅川４ ８ ２０ ５１
１０５ 北埋調報 ２５５ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡
 江別市 対雁２ １ ２ ４
１０６ 北埋調報 ２６０ 平成２１ ２００９ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ３９ ５３ １１ 掲載１０返却
１０７ 北埋調報 ２６５ 平成２１ ２００９ 西島松２遺跡 恵庭市 西島松２ ９３ ４３７ １６８
１０８ 北埋調報 ２６７ 平成２１ ２００９ オルイカ２遺跡� 千歳市 オルイカ２ ３ ６ ５３
１０９ 北埋調報 ２６８ 平成２１ ２００９ アンカリトー７・９遺跡 千歳市 アンカリトー７ ３ １０ ３
１１０ 北埋調報 ２６８ 平成２１ ２００９ アンカリトー７・９遺跡 千歳市 アンカリトー９ ８ １ ０
１１１ 北埋調報 ２６９ 平成２１ ２００９ 梅川４遺跡� 千歳市 梅川４ ８ ５７ ２０

（道教委・道埋文センター発掘調査分） 合 計 １，１０３ ８，９３２ ５，７２９

１ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ポンオサツ ２ １ １８
２ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ケネフチ５ ５ ４２ ０
３ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１５ １ １４ １
４ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１６ ４ ４４ １４
５ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１８ １ １ ０
６ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 ポンオサツ １ １ ０
７ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 オサツ１８ １ １ ８
８ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 ケネフチ５ ５ １４ ２
９ 保第 ６ 平成８ １９９６ オサツ１５� 千歳市 オサツ１５ ５ ４７ ７
１０ 保第 ７ 平成８ １９９６ オサツ１６� 千歳市 オサツ１６ １３ ２８ ８
１１ 保第 ８ 平成９ １９９７ オサツ１５� 千歳市 オサツ１５ ６ ２６ ４
１２ 保第 ９ 平成９ １９９７ オサツ１６� 千歳市 オサツ１６ ２ １４ ０
１３ 保第 １０ 平成９ １９９７ ケネフチ５� 千歳市 ケネフチ５ １１ ６８ ２３

（保護協会発掘調査分） 合 計 ５７ ３０１ ８５

総 合 計 １，１６０ ９，２３３ ５，８１４
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６ 普及・啓発事業の概要

� 展示活動
ａ 常設展示「掘り出された北の歴史」

常設展示にあたっては、国（文化庁）をはじめ、函館市・北斗市・今金町・木古内町・余市町・

登別市の各教育委員会、市立函館博物館、知内町郷土資料館、芦別市星のふる里百年記念館に、展

示品借用についての協力を得ている。

また、テーマ展との関係から、展示室・ホールとの併用で展示を行っている。

［千歳市ママチ遺跡出土土面展示］

国指定重要文化財の「土面」（国保有、昭和６３年６月６日指定）を常設展示している。「土面」

は千歳市ママチ遺跡から昭和６１年に出土、縄文時代晩期終末のもので、土面としては最も北方か

ら出土したものである。

［遺跡調査と保護活用］

北海道内の遺跡分布、遺跡の調査・整理作業の実際、遺物の分析・保存処理の方法などについ

ての解説。また国指定重要文化財の複製品も展示している。

［石の道具］

石は人類が最初に利用した素材の一つである。旧石器時代の石の道具は、破片の接合から高度

な技術で製作されたことが明らかとなった。遠軽町（旧白滝村）白滝遺跡群、千歳市柏台１遺跡、

今金町ピリカ遺跡（国指定史跡）、木古内町新道４遺跡出土の石器、接合資料などを展示した。

また、縄文時代には用途に応じて、それに合う石材を利用し、様々な形の石器が作られた。その

使用方法を図と復元模型でわかりやすく示している。

［木の道具］

木の道具は通常の遺跡では腐って残らないが、実際の生活の中では各所に使われていた。その

ため低湿性遺跡など腐食しにくい状況で出土した木の道具は、昔の人々の生活の様子を大変良く

伝えてくれる。千歳市美々８遺跡低湿部のアイヌ文化期の遺物のほか、ユカンボシＣ１５遺跡の丸

木舟、キウス４遺跡の縄文時代後期の脚付き容器などを展示している。展示品は保存処理後の遺

物である。

千歳市美々８遺跡低湿部出土品は、平成１７年６月９日国指定重要文化財に指定され、その一部

を常設展示している。また、美々８遺跡の「美々ムラ」復元模型を置いている。

［金属の道具］

金属の道具は人類が新しく手にしたものの一つである。刀・刀子・鍋等は交易品として北海道

に入ってきたものが多く、それら道具類を手に入れるための交易が、北海道社会を変容させる一

つの要因となった。

金属製品も腐食しやすい材質であり、展示品は保存処理を行っている。

［土の道具：土と火の造形］

粘土を成形し火で焼き上げた土器は、人類が最初に手に入れた火にかけられる容器である。土

器の使用により、食材の利用範囲が大きく拡大し、縄文時代の安定がもたらされたと考えられて

いる。土器には自由な造形ができる粘土を使用しているため、時代とともに文様や形が様々に変

化しており、時には機能を超越した、変わった形態や美しさをかもし出すものがある。
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［こころの道具］

「装いとこころ」：身を飾った装身具には、ヒスイ製、コハク製などの各種玉、�状耳飾り、
土製の耳栓などがあり、当時の人々のおしゃれごころや精神生活の一端をみせてくれる。

「墓と副葬品」：墓の副葬品は、当時の生活用具をセットでみせてくれるとともに、当時の人々

の「死」に対する恐れ、悲しみなど、「こころ」の一面をのぞかせてくれる。

「動物とひと」：動物意匠の土器、動物形石製品などは、人と動物とのふれあいを感じさせる。

表現される動物たちに、何を感じ、何を求めていたのか、当時の人々の自然と対峙する生活の一

端を考えさせられる。

［キウスの縄文村］

千歳市キウス４遺跡の発掘調査から、周堤墓、盛土遺構、住居跡などをジオラマに復元、合成

樹脂で剥ぎ取った盛土遺構土層断面を展示している。盛土遺構の出土遺物には、祭祀に使われた

と考えられる赤彩の土器、特殊な形の土器・土製品、玉類、土偶などがある。

［ビデオコーナー］

遺跡についてわかりやすく解説した『ビビちゃんとフクロウ博士の遺跡ってなーに』『ビビちゃ

んとフクロウ博士の発掘体験』『ビビちゃんとフクロウ博士の縄文生活体験』などを常時上映し

ている。

［体験コーナー］

石器コーナー：石器を使ったドングリの皮むき、石器の接合、石器の紙切り体験。石器の材料と

なる石材見本展示。

火起し体験コーナー：モミキリ、ヒモキリ、マイキリによる火起し体験。

装身具コーナー：様々な材質のペンダント装着体験

土器コーナー：土器拓本体験、煮炊きに使った復元土器の展示

［常設展示点数一覧］

展 示 場 所 ・ コ ー ナ ー
遺物
点数

パネル・レプリカなど
合計
点数

ホール・展示回廊 ２ １０ １２

常設展示室

受付・導入部分 ３ １１ １４

「遺跡調査と保護活用」部分
遺跡調査 ５ ８８ ９３

遺物の保存と分析 １ １１０ １１１

「石の道具」部分
旧石器時代の石器 ８７ １０ ９７

縄文時代の石器 １８１ １５ １９６

「木の道具」部分
縄文時代の木製品 ６ １５ ２１

アイヌ文化期の木製品 ４４ ３８ ８２

「金属の道具」部分 １４ ３ １７

「骨の道具」部分 ３ ２ ５

「土の道具」部分 １４０ ２８ １６８

「こころの道具」部分

装いとこころ ８２１ ５ ８２６

墓と副葬品 １０５ ３ １０８

動物とひと １２ １０ ２２

「キウスの縄文ムラ」部分 ２８ ４ ３２

「新しい時代へ」 １７ ２ １９

展示ホール 収蔵遺物の展示「美々４ こころの道具」 ３９１ ２ ３９３

屋外
エントランスひろば ０ １ １

中庭 ０ １８２０ １８２０

合 計 １８６０ ２１７７ ４０３７
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ｂ 特別展示

○『わかる考古学 －縄文生活体験ひろば－展』

［会期］平成２１年７月１８日（土）～８月３０日（日）

［期間中入館者数］１，９６７名

［展示のねらい］

勾玉づくりや土器づくりなどの体験学習や、拓本、写生による遺物の観察を通して、縄文時代の

生活を学ぶことで埋蔵文化財への関心を高めることを目的とする。

縄文時代の生活を具体的に紹介し、勾玉づくりや土器づくり、石器使用などの体験を通して埋蔵

文化財をより身近なものとして体感できる場とする。

［展示構成］

【縄文工房】（ホール）

実物を観察し、「カタログ」や「レシピ（つくりかた手順）」を参考にして自分で素材や道具を選

び、縄文アクセサリーや土器・土製品をつくる体験ができる。主に以下の内容で製作体験ができる

『縄文ネックレスに挑戦』：いろいろな種類の玉をつくり、組み合わせて腕輪やネックレスにする。

「勾玉をつくる」：滑石を磨いてミニチュア勾玉をつくる。

「丸玉・管玉・臼玉・小玉をつくる」：滑石を磨いていろいろな種類の玉をつくる。

「縄文ペンダントをつくる」：滑石を磨いてペンダント（垂飾）をつくる。

「土製の玉をつくる」：オーブン粘土を使って、土製玉をつくる。

「コハク玉をつくる」：コハク原石を磨いて勾玉や平玉をつくる

『耳飾りに挑戦』：粘土や滑石を用いて耳飾り、スタンプ形の飾りをつくる。

「土製耳飾り・耳栓をつくる」：オーブン粘土を使って、土製の耳飾りをつくる。

「けつ状耳飾りをつくる」：滑石を磨いて�状耳飾りをつくる。
『土面・土偶をつくる』：土面や土偶を展示室の実物を手本に粘土でつくる体験。

『ミニチュア土器を粘土でつくる体験』

『布を編む』：復元された縄文時代の方法で布を編む体験。

【体感教室】（展示廊下から体験コーナー、常設展示室）

土器や石器等、縄文時代の各時期の遺物を揃え、触れて観察する場をつくる。また、レプリカを

使って道具の使用法を体験する。

『じょうもんタッチ』：土器や石器に直接触れて観察する。

『縄文模様図鑑をつくる』：本物の縄文土器から模様を写しとる「拓本」に挑戦する。

『火おこし』：きりもみ式、ひもぎり式、弓ぎり式での火おこし体験。

『砂絵で土器を描こう』：砂絵でいろいろな種類の土器を描きます。

『石器を使う』：ナイフで紙や皮を切り、たたき石で木の実をすりつぶすなどの体験

【来館ポイントシステム】

事前予約や時間割りに制約されることなく自由な体験を可能にするため、１日１回の来館をポイ

ントとして換算し、その範囲内で体験素材や道具を入手することにより、準備する素材の数量や体

験時間などに上限をもうける方法をとる。体験方法は全てセルフサービスとなる。

� １日１回の来館は一人１０ポイントに換算される。

� 体験素材と使用する道具などはこのポイントにより入手する。

� 体験学習の場であるため、素材や道具のみを持ち帰ることはできないこととする。
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【その他】

数量に限りのあるものや準備の都合等により体験できない場合もある。

１０名以上の団体来館の場合は事前に予約を必要とする。（「団体見学利用申込書」による）

［展示企画］ 藤井 浩

付記：「縄文生活体験ひろば展」の広報と入館者数について

「縄文生活体験ひろば展」は、平成１７年度から、主に夏休み期間中の児童・生徒向け体験型展示と

して実施している。平成１８年度は夏休み期間中の体験コーナーイベントとして開催したほかは、特別

展として開催した。年度によって名称と内容を少しずつ変え、よりわかりやすい展示を目指してきた。

開催前には下記に記した近隣の小・中学校に広報を行っている。

平成１７年度は江別市内の小・中学校２９校、平成１８年度は江別市内と札幌市の厚別区・清田区・白石

区の小中学校１０７校、平成１９年度は江別市、札幌市、北広島市、岩見沢市、当別町、新篠津村、南幌

町、長沼町の小学校２６６校、平成２０年度は江別市、札幌市、北広島市、岩見沢市、当別町、新篠津村、

南幌町、長沼町、石狩市、恵庭市、千歳市の小学校４０２校に広報を行ってきた。平成２１年度は江別市、

札幌市、北広島市、岩見沢市、当別町、新篠津村、南幌町、長沼町、石狩市、恵庭市、千歳市、三笠

市、美唄市、浦臼町、月形町、栗山町、小樽市、余市町、仁木町、赤井川村の小・中学校５４６校に広

報を行った。

平成１７年度から２１年度の５年間で１，３５０校に広報を行い、期間中入館者数は延べ１０，２０９名である。

「縄文生活体験ひろば展」の入館者数と広報

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度
計

会期
期 間 ６／２４～８／２８ ７／２６～８／３１ ７／７～８／２６ ７／７～８／２６ ７／１８～８／３０
日 数 ５７ ３２ ４４ ３２ ３８ ２０３

期 間 中 入 館 者 数 ２，１２１ １，６０３ ２，７３４ １，７８４ １，９６７ １０，２０９

１日当たりの入館者数
３７ ５０ ６２ ５６ ５２ ２５７

５１

実 施 形 態 特 別 展
体験コーナー
イ ベ ン ト

特 別 展 特 別 展 特 別 展

広

報

の

範

囲

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

江 別 市 １９ １０ １９ １０ １９ １９ １９ １１ １２６
札 幌 市 ５３ ２５ ２０９ ２０９ ２０９ ９８ ８０３
北 広 島 市 １０ １０ １０ ７ ３７
岩 見 沢 市 １５ １５ １５ １０ ５５
当 別 町 ４ ３ ３ ３ １３
新 篠 津 村 １ １ １ １ ４
南 幌 町 ３ ３ ３ １ １０
長 沼 町 ５ ５ ５ ３ １８
石 狩 市 １４ １４ ８ ３６
恵 庭 市 ８ ６ ５ １９
千 歳 市 １７ １７ ９ ４３
三 笠 市 ５ ３ ８
美 唄 市 ７ ４ １１
浦 臼 町 １ １ ２
月 形 町 ２ １ ３
栗 山 町 ３ ２ ５
小 樽 市 ２７ １４ ４１
余 市 町 ６ ３ ９
仁 木 町 ３ ２ ５
赤 井 川 村 ３ １ ４

計
１９ １０ ７２ ３５ ２６６ ０ ４０２ ０ ３５９ １８７

１，３５０
２９ １０７ ２６６ ４０２ ５４６
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○『動物の考古学 －イノシシ・ブタからみた北海道の歴史－展』

［会期］平成２１年９月１９日（土）～１１月１５日（日）

［展示のねらい］

北海道は、ブラキストン線の北側に位置し、イノシシの自然分布域からはずれている。そのため、

イノシシの骨や牙、それらを加工した製品が出土すると人間により持ち込まれた可能性が高い。

北海道の縄文時代・続縄文時代にはイノシシが、オホーツク文化期にはカラフトブタが出土して

おり、前者は本州から、後者は沿海地方からもたらされたようである。さらに近年は、DNAを利

用した分析も行われ、出土遺体からどこからその動物がもたらされたか、わかるようになってきて

いる。

これらの成果を踏まえて、本州やサハリン、沿海地方との間にみられるさまざまな交流の一端を

確認しながら、北海道の歴史的特色を明らかにしてみたい。

［協力機関］

北海道大学植物園、北海道大学総合博物館、北海道開拓記念館、千歳市教育委員会、函館市教育

委員会、市立函館博物館、洞爺湖町教育委員会、釧路市埋蔵文化財調査センター、酪農学園大学、

酪農学園大学家畜センター 上野光敏氏

［展示構成］

０ はじめに ０�１ イノシシとブタの違いは ０�２ 北海道の遺跡調査とイノシシ・ブタ

１ 北海道の縄文時代・続縄文時代のイノシシ １�１ 遺体 １�２ 骨牙製品 １�３土製品
２ オホーツク文化期のブタ ２�１ 遺体 ２�２ 骨製品

３ 分析の方法―骨とDNA

４ ブタふたたび―北海道の畜産業におけるブタ―

〈コラム〉現代の北海道におけるブタ利用

Ａ 古い形質のブタをブランド豚へ―酪農学園大学『酪豚』―の試み

Ｂ 現代におけるイノシシ・ブタ利用

［展示企画］ 倉橋直孝

○北海道遺跡百選 ２―�北海道埋蔵文化財センターの調査から―
「美々４ ―こころのどうぐ―」展

［会期］平成２１年１２月１９日（土）～平成２２年３月７日（日）

［展示のねらい］

北海道の代表的な遺跡を取り上げて、わかりやすく紹介することで、遺跡や埋蔵文化財への関心

を高めることを目的とする。特別展示「北海道遺跡百選」は、「遺跡との出会い」をテーマに北海

道の代表的な遺跡を紹介するもので、今回は�北海道埋蔵文化財センターの調査から千歳市の美々
４遺跡を取り上げた。美々４遺跡の調査は新千歳空港の建設に伴って行われ、昭和５１年から平成７

年までの長きにわたって続けられた。その間、縄文時代の周堤墓、盛土墳墓やヒスイの玉、石棒、

漆塗り櫛、動物形土製品、土偶などの豊富な遺構や遺物が発見されました。特に動物形土製品は国

の重要文化財にも指定されている。今回の展示では、発掘調査の成果を紹介するとともに、北海道

の縄文文化を特徴づけた周堤墓や盛土墳墓などから出土した遺物群を中心に展示し、日常生活の道

具としてではない、「こころのどうぐ」のもつ魅力に触れていただきたい。
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［展示構成］

これまでの発掘調査の成果を紹介するとともに、北海道の縄文文化を特徴づけた集団墓出土の遺

物群を主に展示する。

� 美々４を掘る

美沢川流域の遺跡群と美々４遺跡

発掘調査の歩みと遺構、遺物出土の様子を写真パネルで紹介する。

� 美々４と「こころのどうぐ」

集団墓の各遺構から出土した遺物を整理し、展示する。

周堤墓（X�２・３）、周溝墓（BS�３・４）、盛土墳墓群、縄文後・晩期の土壙墓群など。
� 美々４を知る

周堤墓、周溝墓など、展示に関連する用語をわかりやすく解説し、美々４遺跡の特徴について紹

介する。

� 美々４に触れる

土器、石器などのタッチコーナーを設置する。

� 美々４をつくる

動物形土製品「ビビちゃん」のミニチュアの作成体験のコーナーを設置する。

（常設展示室体験コーナーにて実施）

［展示企画］ 藤井 浩
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平成２０年度の調査遺跡位置図

ｃ トピック展示：『�北海道埋蔵文化財センター平成２０年度遺跡発掘調査成果展』
［会期］ 平成２１年３月２７日（金）～６月７日（日）

［展示のねらい］

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成２０年度に実施した発掘調査成果を、出土した遺物を中

心に写真、パネルなどで調査遺跡の成果を紹介した。

［展示内容］

【遺物とパネル等で紹介】

恵庭市西島松５遺跡 縄文後期土・石製品

千歳市オルイカ２遺跡 縄文晩期土器・玉

千歳市アンカリトー７遺跡 アイヌ文化期骨角器・ガラス玉・骨

千歳市祝梅川上田遺跡 旧石器時代石器・アイヌ文化期青磁・ガラス玉・古銭など

千歳市梅川４遺跡 縄文時代中期土器・岩偶・アイヌ文化期土鈴

森町石倉１遺跡 縄文時代後期壺型土器

白老町虎杖浜２遺跡 縄文時代前期土器・石器

白老町ポンアヨロ４遺跡 縄文時代早期土器・石器

釧路町天寧１遺跡 縄文時代晩期～続縄文時代骨角器・石斧、北大式土器など

遠軽町白滝遺跡群 旧石器時代広郷型細石刃核石器群ほか

【パネル・写真で紹介】

千歳市 キウス５

遺跡、アンカリ

トー９遺跡、祝梅

川小野遺跡、梅川

１遺跡

北斗市 館野２・

６遺 跡、矢 不 来

８・９遺跡、下川

町 サンル４線遺

跡

北海道立埋蔵文化

財センター重要遺

跡確認調査の紹

介：幌延町音類竪

穴群

保存処理・分析作

業の紹介：保存処

理、分析などの詳

細内容、市町村協

力の内容など

［企 画］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター調査部
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ｄ 周辺施設との連携

北海道開拓記念館が主体となり、周辺施設と連携してゴールデンウィーク期間中に行う「あつま

れ！森林公園クイズラリー２００９」に参加した。平成１８年度から毎年何らかのラリーを行っている。

期間中（５日間）の参加者は１，１０３名、来館者は７６８名であった。

「あつまれ！森林公園クイズラリー２００９」開催要項（北海道開拓記念館教育普及課作成）

■主 催：北海道開拓記念館・北海道開拓の村・自然ふれあい交流館・北海道立図書館・北海道立

埋蔵文化財センター

■対 象：参加制限を設けず全世代

■開 催 日：２００９年５月２日（土）～６日（水）５日間

■開催場所：北海道開拓記念館・北海道開拓の村・自然ふれあい交流館・北海道立図書館・北海道立

埋蔵文化財センター

■実施内容：各参加者は、任意の施設からスタートキットを受領してスタートする。各施設ごとにク

イズを１問出題するので、それに回答して正解すると各施設のスタンプを押す。３施設

目で記念品を受領し、５施設目でパーフェクト賞としてラミネートされたパーフェクト

賞カードをもらう。

スタート（受付）時間 ９時３０分～１６時００分（最終日は１５時００分で締め切り）

ゴール時間 各施設の閉館時間まで

■内 容：事前申込は不要。

・スタートは（受付）は、５施設のいずれででも可能。

・参加希望者は、受付時間内に５施設のいずれかに来て受付する。

・スタート地点でスタートキットを受け取る。

・参加者は５日間のうちに好きな順序・好きなペースで５施設を訪ね、各施設で出題された

クイズに回答して正解すると各施設のスタンプを押してもらう。

・３施設目で記念品を受領し、５施設目でパーフェクト賞としてラミネートされたパーフェ

クト賞カードをもらう。

・ゴールも、いずれの施設でも可能。
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� 講演会・報告会 （道民カレッジ連携講座）

ａ 『�北海道埋蔵文化財センター平成２０年度発掘調査報告会』
［日 時］ 平成２１年４月１１日（土） １３：３０～１６：３０

［会 場］ ２階研修室

［内 容］ 平成２０年度に財団法人北海道埋蔵文化財センターが調査を行った遺跡のうち、次の遺

跡について、スライドを使用して発掘成果の報告を行った。また、成果展会場では、報

告者による展示解説を行った。

� 千歳市アンカリトー１遺跡 愛場和人

� 千歳市祝梅川上田遺跡 広田良成

� 千歳市梅川４遺跡 酒井秀治

� 千歳市祝梅川小野・梅川１遺跡 芝田直人

� 北斗市館野２遺跡 皆川洋一

� 釧路市天寧１遺跡 鈴木宏行

� 遠軽町旧白滝３遺跡 坂本尚史

［参 加 者］ ８３名（うち道民カレッジ講座参加者は３７名）

［企 画］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター調査部

ｂ 秋季講演会『動物の考古学―イノシシ・ブタ・イヌ』

［日 時］ 平成２１年１０月３日（土）１３：３０～１５：３０

［会 場］ ２階研修室

［講 師］ 国立歴史民俗博物館教授 西本豊弘 氏

［内 容］ 講師の動物考古学研究の中からイノシシ・ブタ・イヌについてわかりやすく解説して

いただいた。

［参 加 者］ ４２名（うち道民カレッジ講座参加者は

１０名）

［企 画］ 倉橋直孝

ｃ 冬季講演会 『正倉院宝物の曝涼』

［日 時］ 平成２１年１２月１９日（土）

１３：３０～１５：３０

［会 場］ ２階研修室

［講 師］ 宮内庁正倉院事務所

保存課長 成瀬正和 氏

［内 容］ 一般の方にあまり知られていない正倉

院における仕事についてわかりやすく紹

介していただいた。

［参 加 者］ １２１名（うち道民カレッジ講座参加者

は１７名）

［企 画］ 倉橋直孝

＊ｂ・ｃの詳細は、講演会要旨を参照。
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� 考古学教室 （道民カレッジ連携講座）

ａ 第１回 「ガラス玉づくり１」

［日 時］ 平成２１年６月２０日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］ 装飾タイル制作家 宮�幸子
［参 加 者］ １５名（うち道民カレッジ講座

参加者は１名）

［内 容］ 北海道の遺跡からは様々なガ

ラス玉が出土する。ガラス玉の

歴史を学ぶとともに、作り方に

ついての説明と、実際にガラス

玉づくりを体験した。

北海道内から出土するガラス

玉がどのように作られていった

のか、色の取り合わせがどのよ

うになされるのかなどを解明す

るためには、製作技法を理解す

ることが重要。ガスバーナーと

市販のガラス棒を使った方法

で、実際に丸い玉を作って、整

形の難しさ、大きな玉を作るこ

とのむずかしさなどを体験し

た。「ガラス玉づくり１・２」

ともに同内容で行った。

ｂ 第２回 「ガラス玉つくり２」

［日 時］ 平成２１年６月２７日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］ 装飾タイル制作家 宮�幸子
［参 加 者］ １３名（うち道民カレッジ講座

参加者は３名）

［内 容］ 「ガラス玉づくり１」と同様。

ｃ 第３回 「竪穴住居模型づくり」

［日 時］ 平成２１年９月５日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンター 普及活用課主査 藤井 浩

［参 加 者］ １５名（うち道民カレッジ講座参加者は１０名）

［内 容］ 竪穴住居の模型づくりを通して、その仕組みや変遷、調査の方法などを学ぶ。

ガラス玉づくり１

ガラス玉づくり２

竪穴住居模型づくり

１８



ｄ 第４回 「石器つくり」

［日 時］ 平成２１年１１月２８日（土）１３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター主任 直江康雄

［参 加 者］ １５名（うち道民カレッジ講座参加者は２名）

［内 容］ 石器がどのようにつくられ、どのように使われてきたのかを実物を通じて紹介し、実

際に黒曜石を素材にした石器づくりを行った。今年度は手持ちナイフを例として石器づ

くりの基本原理や刃部の作り方などの石器づくりの概要を説明した後、ナイフをつくる

実習を行った。

ｅ 第５回 「考古学入門講座」

［日 時］ 平成２１年１２月１２日（土） １３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター 普及活用課主査 倉橋直孝

［参 加 者］ １７名（うち道民カレッジ講座参加者は４名）

［内 容］ 入館者の方々から受ける質問事項に、①遺跡があるのをどのように知るか、②考古学

の用語について調べたい、③遺跡の報告書を探したい、④考古学関係の展覧会情報を知

りたい、などがある。今年度は文献やインターネットを利用して、これらの調べ方につ

いて解説した。

ｆ 第６回 「拓本講座」

［日 時］ 平成２２年３月１３日（土）１３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター 普及活用課主査 藤井 浩

［参 加 者］ １３名（うち道民カレッジ講座参加者は２名）

［内 容］ 墨と画仙紙を使って土器の文様を写しとる「拓本」の講座。乾拓と湿拓の違いを体験

した後、拓本実習を行った。土器の破片から全体像を想像できること、時期によって様々

な形や模様があることを知っていただくために復元土器の時代並べのクイズを行った

後、縄文時代早期から擦文時代まで各時期の土器片の拓本に挑戦していただいた。完成

した拓本はオリジナルアルバムに整理・保管できるようにした。

拓本講座石器づくり
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� こども考古学教室
ａ 「夏休み親子考古学教室」第１回・第２回

［期 日］ 第１回 平成２１年７月２５日（土）、第２回 平成２１年８月１日（土）

［参 加 者］ 第１回 ２３名、第２回 ５１名

［内 容］ 火おこし体験と勾玉づくりを中心にした、小中学生の親子向けの考古学入門講座。展

示収蔵庫ツアー・展示室体験クイズラリー・勾玉づくり・火おこし体験などを行った。

［企 画］ 藤井 浩

ｂ 写生会「ビビちゃんと描く縄文の世界」

［期 日］ 平成２１年７月１８日（土）～８月３０日（日）

［目 的］ 埋蔵文化財センターにある遺物や展示物などを写生することで、埋蔵文化財と深く触

れあう機会を提供し、埋蔵文化財保護への理解を深めてもらう。

［参 加 者］ ７６名

［内 容］ 絵の道具（水彩絵の具・クレヨン・鉛筆など）を持参してもらい、当方で用意した画

用紙に埋蔵文化財センターにある土器・石器等の遺物、展示物を題材に写生会を実施し

た。作品は当センターにて展示させていただいた。

［企 画］ 藤井 浩

ｃ 「冬休み縄文生活体験ひろば」

［期 日］ 平成２２年１月５日（火）～１７日（日）

［目 的］ 体験学習を中心にした考古学入門講座を通して、埋蔵文化財への関心を高めることを

目的とした。

［内 容］ 展示室の遺物を手本にして、大昔の道具の復元や生活の体験を行う。

・ミニチュア土器をつくろう ・縄文時代の土製品（耳飾り・土偶・仮面など）をつくろう

・ミニチュア勾玉をつくろう ・火おこしに挑戦しよう ・小さな小さな発掘体験

［企 画］ 藤井 浩

冬休み親子考古学教室夏休み親子考古学教室
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ｄ 「冬休み親子考古学教室」第１回・第２回

［期 日］ 第１回 平成２２年１月９日（土）

第２回 平成２２年１月１６日（土）

［参 加 者］ 第１回 ２３名

第２回 ２１名

［内 容］ 勾玉づくりと展示室体験を中心にした、小中学生向けの考古学入門講座。

・ビデオによる入門講座・おこし体験・勾玉づくり・展示室体験クイズラリー

［企 画］ 藤井 浩

ｅ 冬休み親子写真撮影会

［期 日］ 平成２２年１月５日（土）～１７日（日）

［目 的］ 親子で埋蔵文化財センターにある遺物や展示物などを写真に撮影することで、埋蔵文

化財と深く触れあう機会を提供し、埋蔵文化財保護への理解を深めてもらうことを目的

とした。作品は当センターにて展示させていただいた。

［参 加 者］ １２名（２０作品）

［企 画］ 藤井 浩

� 考古学教室出前講座
ａ 事業目的

完全学校週５日制に対応し、土曜日や日曜日の休日に、市町村教育委員会との連携の下で、子供

たちにとってわかりやすく地域の歴史や文化を説明するとともに、それらを大切にする心を養い、

体験学習を通じて豊かな人間性や多様な個性を育むことを目的とする。

これまで、道立センター内で行ってきた考古学教室を、全道の市町村に出向いて地元教育委員会

と連携を図って実施することにより、市町村独自事業実施の契機となるよう努める。

ｂ 事業内容

� 地域の遺跡を学ぶ －実物にふれてみよう－（４０分程度）

地元市町村出土の遺物や北海道立埋蔵文化財センター保管の土器・石器類に実際に触れてもら

いながら、地元市町村の埋蔵文化財についての説明を行う。あわせて、埋蔵文化財紹介のビデオ

『遺跡ってなーに』を鑑賞する。

� 体験学習 －勾玉つくり－（２時間程度）

子供たちの歴史・文化に対する関心をより高めるために、縄文時代等にアクセサリーとして使

用されていた「勾玉」を、滑石を材料に紙ヤスリなどで実際に製作する。また、時間の許す限り、

石器（黒曜石破片）での紙切り、火おこしなどの体験学習を行う。

ｃ 実施報告

今回７か所の実施市町村では、社会教育事業として実施した。実施時期は募集時期の兼ね合いも

あり、７月・９月が多い。

最近は、出前講座が社会教育関連事業として位置付けられることが多く、市町村関係者への普及

という本来の趣旨が理解されていないことが多くなりつつある。募集時の説明、案内などを改善す

る必要があると感じている。

２１



市 町 村 名 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 釧路町 ふるさと陶芸館「ほたる」 平成２１年７月４日（土） ４８名 鎌田・藤井 「考古学を楽しもう！勾玉づくり！」

２ 中富良野町 中富良野町公民館 平成２１年８月８日（土） ３８名 鎌田・藤井 「勾玉づくりで考古学を楽しもう」

３ 長万部町
長万部町民センター、長
万部町福祉センター

平成２１年８月２２日（土） ３２名 鎌田・倉橋
長万部町第２回わくわく体験塾「楽
しい考古学教室・勾玉づくりに挑戦」

４ 小平町
小平町文化交流センター
埋文資料館オピラウシ

平成２１年８月２９日（土） １５名 倉橋・藤井
おびらっこクラブ「北海道立埋蔵文
化財センターの考古学出前講座」

５ 羽幌町 羽幌町中央公民館 平成２１年９月６日（日） ２８名 鎌田・藤井
羽幌町自然クラブ「考古学出前講座
勾玉づくりに挑戦」

６ 雨竜町 雨竜町公民館 平成２１年９月１２日（土） ３７名 鎌田・倉橋
２００９ちびっこチャレンジ教室
PART６「親子でチャレンジ！ まが
玉づくり体験教室」

７ 喜茂別町
喜茂別町農村環境改善セ
ンター

平成２２年２月２７日（土） ２６名 倉橋・藤井
平成２１年度町民講座「考古学教室出
前講座」勾玉づくりを体験してみよう

ｄ 実施市町村一覧

（「考古学教室出前講座」事業分）

（「考古学教室出前講座」依頼分）

市 町 村 名 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 北広島市 北広島市立東部中学校 平成２１年５月１９日（火） ５５名 藤井 歴史科目授業 選択社会

２ 北広島市 北広島市立広葉小学校 平成２１年６月５日（月） ４８名 藤井 歴史科目授業

３ 北広島市 北広島市立大曲小学校 平成２１年６月１８日（金） ５３名 藤井 総合学習 歴史授業

４ 北広島市 北広島市中央公民館 平成２１年６月２８日（日） １００名 藤井
北広島市中央公民館
第１１回ワクワク公民館こどもまつり

５ 江別市 江別市立江別第二小学校 平成２１年７月２１日（月） １２４名
鎌田・倉
橋・藤井

総合学習 歴史授業

６ 当別町 当別町立当別小学校 平成２１年１２月５日（土） ２３名 藤井
当別町地域子ども教室 わくわくキ
ッズ「まがたまづくり」

７ 当別町 当別町立当別小学校 平成２２年２月１９日（金） ３５名 藤井
４年１組学級レクリエーション「勾
玉づくり」

８ 北広島市 北広島市立広葉中学校 平成２２年３月１８日（木） ７５名 藤井 ２年生社会科選択授業

２２



� 研修会
［名 称］ 平成２１年度埋蔵文化財担当職員研修会「土器分類の実際１０」

［目 的］ 発掘調査に携わる市町村職員等を対象に、土器の分類についての専門的な研修を行い、

今後の調査、普及啓発活動に寄与することを目的とする。

［講 師］ 大沼忠春氏（元北海道教育庁生涯学習推進局文化・スポーツ課主幹）

［日 時］ 平成２２年２月５日（金） １０：３０～１６：３０

（日程） １０：００ 受付開始

１０：３０ 主催者挨拶 第１調査部長 越田賢一郎

１０：４０～１２：００ 研修１ 「学史」

１３：００～１６：３０ 研修２ 「縄文の施された土器（縄文時代草創期～続縄

文）」

［会 場］ ２階研修室

［内 容］ 土器分類に関する基礎知識についての研修。これまで９回にわたって行ってきた「土

器分類の実際」の補遺編。これまでに紹介できなかった縄文の施された土器（縄文草創

期～続縄文）の分類に関する情報の追加及び土器分類を行う際の留意点についての研修

を行った。

［参 加 者］ 市町村職員等 ３７名 北海道埋蔵文化財センター職員 ２５名

研修参加者一覧（埋文センター職員を除く）

名 前 支庁 所 属

１ 田 中 亮

石狩

札幌市観光文化局文化部

文化財課埋蔵文化財係

２０ 菅 野 修 広

胆振

登別市教育委員会

２ 榊 田 朋 広 ２１ 三 谷 智 広
洞爺湖町教育委員会

３ 平 野 祐 ２２ 三 谷 綾 乃

４ 長 町 章 弘 恵庭市郷土資料館 ２３ 乾 哲 也

厚真町教育委員会
５ 南 友香子 江別市郷土資料館 ２４ 天 方 博 章

６ 石 神 敏 後志 小樽市教育委員会 ２５ 山 田 和 史

７ 福 田 裕 二

渡島

函館市教育委員会
２６ 奈 良 智 法

８ 時 田 太一郎 ２７ 森 岡 健 治
日高

沙流川歴史館

９ 山 田 央 七飯町歴史館 ２８ 川内谷 修 日高町立門別図書館郷土資料館

１０ 平 山 わ と 松前町教育委員会 ２９ 北 沢 実
十勝

帯広百年記念館

１１ 塚 田 直 哉
檜山

上ノ国町教育委員会 ３０ 大 橋 毅 芽室町教育委員会

１２ 宮 本 雅 通 今金町教育委員会 ３１ 坪 岡 始
釧路

標茶町郷土館

１３ 源 藤 隆 一 空知 夕張市教育委員会 ３２ 熊 崎 農夫博 厚岸町海事記念館

１４ 高 畠 孝 宗 宗谷 オホーツクミュージアムえさし ３３ 小 野 哲 也 根室 標津町ポー川史跡自然公園

１５ 澤 田 健 上川 富良野市博物館 ３４ 高 橋 和 樹

北海道教育庁文化・スポーツ課
１６ 八重柏 誠

網走

美幌博物館 ３５ 中 田 裕 香

１７ 門 間 勇

斜里町埋蔵文化財センター

３６ 藤 原 秀 樹

１８ 原 靖 寿 ３７ 工 藤 研 治

１９ 村 本 周 三

２３



� 特別利用等の状況
ａ 特別利用一覧

ｂ 複写品等使用承認一覧

番号 利 用 者 使 用 目 的 使 用 期 間 利 用 資 料 名 備 考

１ 中澤寛将 資料調査 平成２１年５月８日
内外面黒色土器・壺『美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ』図Ⅲ
－４４－２４、青銅製装飾品 美々８遺跡『美沢川流域の
遺跡群ⅩⅧ』

２ 宇部則保 資料調査 平成２１年５月１０日
千歳市ママチ遺跡（北埋調報２６掲載）AH�１，２出土土
器

３ 高倉 純 資料調査 平成２１年５月２４日 白滝遺跡群出土石器

４
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２１年６月２日 白滝遺跡群出土石器

５
八戸市縄文学習館
副参事 宇部則保

資料調査
平成２１年７月１１日～１４
日

千歳市美々８遺跡出土擦文土器他

６
大韓民国�ウリ文化財
研究所
張 順子

資料調査
平成２１年７月３０日～８
月１４日

白滝遺跡群出土石器ほか

７
株式会社 玉川文化財
研究所
佐々木竜郎

報告書作成のための資
料調査

平成２１年８月１１日 美々４遺跡土製品

８
物質文化研究所
一芦舎 名久井文明

資料調査 平成２１年９月１日 千歳市美々３遺跡出土石斧など

９
北海道恵庭北高等学校
菅 静雄

高文連作品（アニメー
ション）に使用

平成２１年９月４日 千歳市美々４遺跡出土動物形土製品（複製）

１０
東京大学大学院
役重みゆき

資料調査
平成２１年９月７日～９
月９日

千歳市柏台１遺跡群出土石器など

１１
國學院大學
清水 香

資料調査 平成２１年１２月２５日
千歳市ユカンボシC１５遺跡出土木製品、千歳市美 ８々
遺跡出土木製品

重要文化
財指定物
件及び常
設展示出
展遺物を
含むので
注意を要
する

１２
北海道大学大学院
荒山千恵

資料調査 平成２２年１月２１日
千歳市美々８遺跡出土木製品（竪槌）、千歳市ユカン
ボシＣ１５遺跡出土木製品（竪槌）

重要文化
財指定物
件を含む
ので注意
を要する

１３
北海道大学
荒山千恵

資料調査 平成２２年２月１４日 千歳市ユカンボシC１５遺跡出土縦槌

１４
北海道大学
小野裕子

資料調査 平成２２年２月２５日 千歳市キウス９遺跡出土擦文土器

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 ・ 点 数 備 考

１ 中央大学通信教育部
部長 中島康子

中央大学通信教育学部教科書『歴史
（日本史）』に使用のため 北斗市茂別遺跡出土土器写真デジタルデータ１点

２ 種市幸生 札幌大学講義に使用のため 小樽市忍路土場遺跡写真ほか写真デジタルデータ
５３点

３ 株式会社郷土出版社
代表取締役社長 神津良子

『図説 帯広・十勝の歴史』に使用
のため

音更町西昭和２遺跡出土石槍集中出土写真ほか写
真デジタルデータ ２点

４ 第一法規株式会社
代表取締役社長 田中英弥 『月刊文化財』５４８号に使用のため 白滝黒曜石露頭写真ほか 写真デジタルデータ

５点

５ 洞爺湖町教育委員会
教育長 真屋敏春

「縄文シティサミットinとうや湖」
開催に伴う特別展に使用のため

知内町湯の里５遺跡環状列石写真ほか写真デジタ
ルデータ １４点

６ 株式会社 新泉社
代表取締役 石垣雅設

堤隆著『旧石器時代入門』（仮題）に
使用のため

千歳市柏台１遺跡出土細石刃・石核写真ほか写真
デジタルデータ ２点

７
有限会社 コーベット・フォ
トエージェンシー
代表取締役 丹羽方人

『グラフィックワイド歴史』東京法
令出版㈱発行に使用のため

遠軽町上白滝８遺跡出土細石刃写真、千歳市美々
５遺跡出土�状耳飾写真 写真デジタルデータ
２点

８ 江別市教育委員会
教育長 月田健二

江別市郷土資料館ロビー展に使用の
ため

江別市大麻１遺跡調査状況写真ほか写真デジタル
データ ６点

９ 吉川弘文館 編集第一部
部長 早川邦武

『史跡で読む日本の歴史１ 列島文化
のはじまり』に使用のため

遠軽町上白滝８遺跡出土接合資料写真 写真転載
１点

１０ 株式会社同成社
代表取締役 山脇洋亮

『ものが語る歴史１９ 漆の考古学』
に使用のため

小樽市忍路土場遺跡出土樹皮製容器ほか 写真デ
ジタルデータ ２点、写真転載 １点

１１ 株式会社同成社
代表取締役 山脇洋亮

『ものが語る歴史１９ 漆の考古学』
に使用のため

恵庭市西島松５遺跡出土漆塗櫛写真ほか 写真デ
ジタルデータ ２点、千歳市キウス５遺跡出土漆
塗櫛写真 写真デジタルデータ １点、計３点

１２ 千歳市 総務部
主幹 大谷敏三

『新千歳市史 通史編・上巻』に使
用のため

千歳市美々８遺跡出土小刀樹皮製鞘と山刀柄写真
ほか 写真デジタルデータ １０点

２４



ｃ 資料貸出承認一覧

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 ・ 点 数 備 考

１３ 吉川弘文館 編集第一部
部長 早川邦武

『史跡で読む日本の歴史１ 列島文
化のはじまり』に使用のため

遠軽町上白滝８遺跡全景写真 写真デジタルデー
タ １点

１４ 藤井 浩 新聞連載記事への掲載のため 八雲町野田生１遺跡出土赤彩注口土器写真 写真
デジタルデータ １点

１５ サイモン・ケイナー Arts of Asiaに使用のため 千歳市ママチ遺跡出土土面写真 写真転載 １点

１６ 株式会社同成社
代表取締役 山脇洋亮

岡村道雄『漆の考古学』（仮）に使用
のため

恵庭市西島松３遺跡出土漆塗り帯状繊維製品写真
写真デジタルデータ １１点

１７ 伊達市噴火湾文化研究所
所長 大島直行

北の縄文文化を発信する会HPに使用
のため

小樽市忍路土場遺跡作業場写真ほか 写真デジタ
ルデータ ４点

１８ 森町教育委員会
教育長 磯邊吉隆 森町遺跡案内本に使用のため 森町森川３遺跡完掘写真ほか 写真デジタルデー

タ ４点

１９ 北海道近代美術館
館長 相馬秋夫

「A☆MUSE☆ LAND☆ TOMOR-
ROW ２０１０ ARCHAIC FAN-
TASY」展に使用のため

千歳市美々４遺跡出土土偶写真 写真デジタル
データ １点

２０ 北方民族博物館指定管理者
理事長 遠藤隆也

「北海道土偶名品選」展写真パネル
に使用のため

千歳市キウス４遺跡盛土遺構写真ほか 写真デジ
タルデータ ８点

２１ 遠軽町長
佐々木修一

白滝黒曜石遺跡ジオパーク看板デザ
インに使用のため

遠軽町奥白滝１遺跡出土有舌尖頭器写真 写真複
写 １点

２２ 冨永勝也 南北海道情報交換会事例報告に使用
のため

函館市中野Ａ遺跡出土くぼみ石写真ほか 写真デ
ジタルデータ ４１点

２３ 横山英介 南北海道情報交換会事例報告に使用
のため

函館市中野Ｂ遺跡出土Ⅰ群Ｅ類土器写真ほか デ
ジタルデータ ４点

２４ 株式会社同成社
代表取締役 山脇洋亮

小林達雄編『世界遺産 縄文遺跡』
に使用のため

余市町西崎山環状列石第１区写真ほか 写真デジ
タルデータ ４点

２５ ㈲エディット・サポ
渡辺京子

『週間 世界百不思議』４５号（講談
社）に使用のため

千歳市ママチ遺跡出土土面写真 写真デジタル
データ １点

２６ 文化庁文化財記念物
課長 串田俊巳

『発掘調査のてびき 集落遺跡発掘
編』および『発掘調査のてびき 整
理・報告書編』の図版の一部として
使用のため

遠軽町奥白滝１遺跡（７）石刃核ほか、上白滝５
遺跡（５）Sb�５接合資料 写真複写 ２点

２７ 株式会社 ぎょうせい
代表取締役 澤田裕二郎

日本の美術５２７『土偶とその周辺Ⅱ（縄
文後期～晩期）』に掲載のため

千歳市美々４遺跡土偶出土状況ほか 写真デジタ
ルデータ ３点

２８ 江別市教育委員会
教育長 月田健二

江別ガイドブックシリーズⅤ『江別
の遺跡をめぐる』に使用のため

江別市大麻１遺跡OH�５調査状況ほか 写真デジ
タルデータ １０点

番号 申 請 者 使 用 目 的 貸 出 資 料 名 お よ び 点 数 備 考

１ 毎日新聞社 北海道支社
支社長 武田芳明

シンポジウム「北の縄文遺跡群の魅
力を考える」会場での展示のため 函館市著保内野遺跡出土中空土器複製 １点

２ 余市町教育委員会
教育長 武藤 寿

平成２１年度余市水産博物館特別展に
て展示活用のため 函館市著保内野遺跡出土中空土器複製ほか ４点

３ 北海道立近代美術館
館長 相馬秋夫

北海道近代美術館「アミューズラン
ドトゥモロー２０１０展」に出品のため

千歳市美々４遺跡出土土偶１点、千歳市美々４遺
跡動物形土製品（複製）１点

４

北海道立北方民族博物館指定
管理者
�北方文化振興協会
理事長 遠藤隆也

北海道立北方民族博物館ロビー展に
出品のため

国宝中空土偶複製１点、千歳市美々４遺跡出土土
偶など（複製を含む）２５点

２５



月 開館日数 大人（男性）大人（女性） 子供 合計

平成２１年４月 ２６ ６６５ ３７０ １５７ １１９２

平成２１年５月 ２７ ７５１ ６５６ ５７１ １９７８

平成２１年６月 ２５ ３６１ ３２１ ２５２ ９３４

平成２１年７月 ２７ ４７９ ３８７ ６７１ １５３７

平成２１年８月 ２７ ４３８ ４２９ ５０３ １３７０

平成２１年９月 ２４ ４０７ ３６３ ３９９ １１６９

平成２１年１０月 ２７ ４８９ ４４３ １８８ １１２０

平成２１年１１月 ２４ ３７９ ２９３ ７３ ７４５

平成２１年１２月 ２１ ３１８ ２０９ ５０ ５７７

平成２２年１月 ２４ ２６６ １７０ ８０ ５１６

平成２２年２月 ２３ １８１ ５７ １３６ ３７４

平成２２年３月 ２３ ２１４ １９１ ６７ ４７２

合計 ２９８ ４９４８ ３８８９ ３１４７ １１９８４

月 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 合計

４月 ７５８ ６５６ ５４５ ５３８ ８３１ ５９５ ８３０ ６６９ ９０４ １１９２ ７５１８

５月 ７０９ ４５３ ６５６ １０８１ ９６４ ７１６ １４４０ １２２８ １４０３ １９７８ １０６２８

６月 ６５２ ６２１ ８０８ １２９９ １０５４ ８５８ ７６８ １０９９ １１５０ ９３４ ９２４３

７月 ５２７ ３０３ ６３３ ９２２ ８２８ １１２４ １１３８ １４２５ １１２６ １５３７ ９５６３

８月 ６７３ ３８８ ６６２ ７８９ ７４７ ８５１ １２３８ １５１７ １２６７ １３７０ ９５０２

９月 ５４４ ３７４ ６３１ ７６２ １０２０ ７２７ ７９０ ９０７ ７６８ １１６９ ７６９２

１０月 ６５０ ３０２ ６４９ ９９１ １０２７ ７７３ ９４５ ９３９ １２６７ １１２０ ８６６３

１１月 １９８８ ４６７ ６５９ ４４５ ８３６ ６６９ ６１８ ６６９ ６２７ ６５３ ７４５ ８３７６

１２月 ６８７ ２８６ ３２６ ６６９ ５０５ ３３０ ３１８ ２３２ ５３６ ４８８ ５７７ ４９５４

１月 ５９３ ２１８ ４１１ ２８７ ２２９ １８９ ２４０ ４６２ ６３３ ４８８ ５１６ ４２６６

２月 ３６６ １２９ ２４０ ２１２ ２７０ １８７ １８９ ２２６ ３２９ ４５０ ３７４ ２９７２

３月 ４６９ ２２１ ３６２ ２９７ ３３１ ２９６ ３６６ ３２９ ５２８ ５４９ ４７２ ４２２０

合計 ４１０３ ５８３４ ５０９５ ６４９４ ８５５３ ８１４２ ７３７５ ９０６７ １０４３７ １０５１３ １１９８４ ７５６１３

は最多（平成１１年度除く）

７ 利用状況など

今年度のセンター利用者は、前年度より微増している。ゴールデンウィーク期間中に周辺施設

（北海道開拓記念館、北海道開拓の村、自然ふれあい交流館、北海道立図書館）と連携して行っ

た「歴史発見！自然発見！ウォークラリー２００９」と夏休み期間中の児童・生徒向け体験型の展示

開催時に入館者が増加した。

� 入館者一覧
月別入館者数一覧

暦年入館者数一覧

２６



特別展示期間中の入館者

報告会・講演会参加者

考古学教室参加者

考古学教室出前講座

考古学教室出前講座（依頼分）

事 業 名 実 施 日 参加人数
�北海道埋蔵文化財センター平成２０年度発掘調査報告会 平成２１年４月１１日 ８３名
秋季講演会「動物の考古学―イノシシ・ブタ・イヌ」 平成２１年１０月３日 ４２名
冬季講演会「正倉院宝物の曝涼」 平成２１年１２月１９日 １２１名

事 業 名 実 施 日 参加人数
ガラス玉づくり１ 平成２１年６月２０日 １５名
ガラス玉づくり２ 平成２１年６月２７日 １３名
竪穴住居模型づくり 平成２１年９月５日 １５名
石器づくり 平成２１年１１月２８日 １５名
考古学入門講座 平成２１年１２月１２日 １７名
拓本講座 平成２２年３月１３日 １３名
こども考古学教室 夏休み親子考古学教室 第１回 平成２１年７月２５日 ２３名
こども考古学教室 夏休み親子考古学教室 第２回 平成２１年８月１日 ５１名
こども考古学教室 冬休み親子考古学教室 第１回 平成２２年１月９日 ２３名
こども考古学教室 冬休み親子考古学教室 第２回 平成２２年１月１６日 ２１名

事 業 名 実 施 日 参加人数
考古学教室出前講座１（釧路町） 平成２１年７月４日 ４８名
考古学教室出前講座２（中富良野町） 平成２１年８月８日 ３８名
考古学教室出前講座３（長万部町） 平成２１年８月２２日 ３２名
考古学教室出前講座４（小平町） 平成２１年８月２９日 １５名
考古学教室出前講座５（羽幌町） 平成２１年９月６日 ２８名
考古学教室出前講座６（雨竜町） 平成２１年９月１２日 ３７名
考古学教室出前講座７（喜茂別町） 平成２２年２月２７日 ２６名

依 頼 先 ・ 実 施 場 所 実 施 日 参加人数
北広島市立東部中学校 平成２１年５月１９日 ５２名
北広島市立広葉小学校 平成２１年６月５日 ４５名
北広島市立大曲小学校 平成２１年６月１８日 ５１名
北広島中央公民館 平成２１年６月２８日 １００名
江別市立江別第二小学校 平成２１年７月２１日 １２４名
当別町立当別小学校 平成２１年１２月５日 ２３名
当別町立当別小学校 平成２２年２月１９日 ３５名
北広島市立広葉中学校 平成２２年３月１８日 ７５名

展 示 タ イ ト ル 期 間 入館者数
「�北海道埋蔵文化財センター平成２０年度発掘調査成果展」 平成２１年３月２７日～６月８日 ３４９４名
「わかる考古学―縄文生活体験ひろば―展」 平成２１年７月１８日～８月３０日 １９６７名
「動物の考古学―イノシシ・ブタからみた北海道の歴史―展」 平成２１年９月１９日～１１月１５日 １８８５名
「北海道遺跡百選２―北海道埋蔵文化財センターの調査から―展」 平成２１年１２月１９日～２２年３月７日 １２２７名

特別展示期間中の入館者数合計 ８５７３名

２７



� 団体利用者対応
小・中学校や大学、その他の団体を対象に勾玉づくり等の体験学習を１３件、大学を対象に学外授業

を５回行った（＊印）ほか、各大学の学外授業の場として利用されている。また、教育局の研修を１

件行った。

［小学校］

平成２１年５月１４日（木） 札幌市立北陽小学校勾玉づくり体験学習 ５５名

６月１２日（金） 岩見沢市立幌向小学校勾玉づくり体験学習 ６３名

６月１７日（水） 三笠市合同小学校勾玉づくり体験学習 ２８名

７月１日（水） 江別市立上江別小学校施設見学 １７５名

７月１６日（木） 札幌市立前田中央小学校施設見学 ９９名

１２月９日（水） 南幌町立みどり野小学校勾玉づくり体験学習 ４０名

平成２２年２月１０日（水） 江別市立江別太小学校勾玉づくり体験学習 １０１名

２月１８日（木） 江別市立文京台小学校勾玉づくり体験学習 ２４名

［中学校］

平成２１年７月３０日（木） 札幌日本大学中学校勾玉づくり体験学習 ２７名

９月２９日（火） 札幌市立平岸中学校分教室澄川相談指導学級勾玉づくり体験学習 ８名

１０月２６日（月） 江別市立第一中学校勾玉づくり体験学習 １８名

［大学］

平成２１年５月２９日（水） 札幌学院大学鶴丸講座学外授業 １２２名

７月１１日（土） 北翔大学菊地講座学外授業＊ １６名

９月５日（土） 鶴見大学施設見学 ３５名

１０月６日（火） 札幌学院大学臼杵講座学外授業 ３５名

１０月２１日（水） 北翔大学渡部講座学外授業 １７名

１０月２８日（水） 北翔大学渡部講座学外授業＊ １９名

１１月７日（土） 札幌大学博物館学学外授業＊ １４名

１１月２１日（土） 北翔大学菊地講座学外授業＊ ６８名

１２月１日（日） 北海学園大学宮講座学外授業 １２名

１２月１３日（日） 北翔大学菊地講座学外授業＊ ３７名

［教育機関等の団体］

平成２１年５月２９日（金） 石狩教育局平成２１年度初任者研修校外研修「地域研修」 １５名

５月３１日（日） 北海道文化財保護協会施設見学 ４７名

７月７日（火） 大阪府立弥生文化博物館施設見学 ２０名

８月６日（木） ウリ文化財研究所施設見学 ３名

１１月１４日（土） 置戸町郷土資料館施設見学 １７名

１１月２８日（土） 北広島市民大学施設見学 １７名

平成２２年３月２０日（土） 富良野市郷土研究会施設見学 ３３名

［その他の団体］

平成２１年５月９日（土） 末日聖徒イエスキリスト教会扶助協会施設見学 ４名

５月９日（土） 森の子児童センター施設見学 １４名

５月２３日（土） 北広島市時習学園施設見学 ２９名

２８



５月２９日（金） 野幌地区女性団体協議会施設見学 ２５名

６月６日（土） 森の子児童センター施設見学 １５名

６月２８日（日） 大麻沢町自治会施設見学 ５７名

６月２８日（日） 野幌教会こひつじ児童会勾玉づくり体験学習 ３２名

７月９日（木） 遠軽町ジオパーク推進課施設見学 ３４名

７月１２日（日） 手稲一万歩歩く会施設見学 ９８名

７月２３日（木） 森の子児童センター施設見学 １６名

７月２８日（火） 札幌市こども会育成連合会中央事務局勾玉づくり体験学習 ２２名

７月２９日（水） カトリック小野幌教会サマースクール勾玉づくり体験学習 ３２名

７月３０日（木） トライ☆アス☆カル２００９「サマーアートキャンプＩＮ江別」施設使用 ４５名

８月５日（水） 見晴町シルバークラブ施設見学 ３３名

８月１１日（火） 勤医協在宅デイサービスセンター花さか荘施設見学 １６名

８月２１日（金） 勤医協在宅デイサービスセンター花さか荘施設見学 ８名

８月２９日（土） 南幌町あそびの達人教室勾玉づくり体験学習 １９名

９月２４日（木） みんなの家Ⅱ施設見学 １１名

１０月７日（水） 噴火湾考古学研究会施設見学 ２０名

１０月１０日（土） 縄文芸術を世界に発信する集い施設見学 ２８名

１０月１５日（木） 長沼町老人クラブ連合会施設見学 ２８名

１０月１５日（木） 洞爺湖町いきいき学園施設見学 ２３名

１０月２１日（水） 道新文化センター青木由直講座「身近な都市秘境を歩いてみよう！」

施設見学 １３名

１０月２３日（金） 大麻ベストフレンズ施設見学 １５名

１０月２３日（金） 森の子児童センター施設見学 １２名

１１月３日（火） ボーイスカウト札幌第２４団施設見学 １０名

１１月１７日（火） レインボー教会施設見学 ２１名

１１月２５日（水） デイサービスセンターここね施設見学 １４名

平成２２年１月１４日（木） 札幌市厚別区連合女性部施設見学 ２０名

１月３０日（土） 第１回文化財写真セミナーin北海道施設利用 ３０名

２月２０日（土） 北海道旧石器文化研究会施設利用 ２１名

３月２０日（土） 遠軽町ジオパーク推進課施設見学 １５名

計 １９４５名

� 博物館実習・現場実習等
高等養護学校の現場実習を２件、大学の図書館情報学課程図書館等見学実習を１件、学芸員課程博

物館実習を２件行った。

［高校］

平成２１年１０月５日～２３日 札幌高等養護学校現場実習 １名

平成２２年１月２５日～２月１０日（土・日を除く） 北海道白樺高等養護学校現場実習 １名

［大学］

平成２１年７月２３～２６日 札幌大学学芸員課程博物館実習 １名

平成２１年８月４日 藤女子大学図書館情報学課程図書館等見学実習 ３名

平成２２年１月５～１６日（１０・１１日を除く） 北海道教育大学岩見沢分校学芸員課程博物館実習１名

計 ７名

２９



� 購入図書一覧

品 名 編 著 者 名 出 版 者

１ アジアの在来家畜 家畜の起源と系統史 在来家畜研究会 名古屋大学出版会

２ 稲作漁撈文明 長江文明から弥生文化へ 安田喜憲 雄山閣

３
イラストでみるはるか昔の鉄を追って 「鉄の歴
史」探偵団がゆく

鈴木瑞穂 電気書院

４ 海と非農業民 網野善彦の学問的軌跡をたどる 神奈川大学日本常民文化研究所 岩波書店

５
エミシ・エゾからアイヌへ（歴史文化ライブラリー
２７３）

児島恭子 吉川弘文館

６
開拓使お雇いエドゥイン・ダン 札幌での仕事と生
活

田辺安一 北海道出版企画センター

７ 開拓使と北海道 榎本洋介 北海道出版企画センター

８ 貨幣考古学序説 櫻木晋一 慶應義塾大学出版会

９
から船往来 日本を育てた ひと・ふね・まち・こ
ころ

東アジア地域間交流研究会 中国書店

１０
環境変化と縄文社会の幕開け 氷河時代の終焉と日
本列島

藤山龍造 雄山閣

１１ 木の文化と科学 伊東隆夫 海青社

１２ 境界の考古学 対馬を掘ればアジアが見える 俵寛司 風響社

１３ 魚食文化の系譜 松浦勉ほか 雄山閣

１４
近世陶磁器の考古学 出土遺物からみた生産と消費
（椙山女学園大学研究叢書３５）

森本伊知郎 雄山閣

１５ くらしと食事（体験しよう！縄文人のくらし２） 本山浩子 汐文社

１６ 考古学と古代史のあいだ 白石太一郎 筑摩書房

１７ 考古資料の修復・複製・保存処理 宮内庁書陵部陵墓課 学生社

１８ 古建築辞典 武井豊治 理工学社

１９ 古代日本海の漁撈民（ものが語る歴史１７） 内田律雄 同成社

２０ しきたりと服装（体験しよう！縄文人のくらし３） 本山浩子 汐文社

２１
集落の変遷と地域性（シリーズ縄文集落の多様性
１）

鈴木克彦、鈴木保彦 雄山閣

２２
出土鉄製品の保存と対応（考古学調査ハンドブック
３）

松井敏也 同成社

２３ 縄文大使カックウとショウタのふしぎな冒険 川嶋康男 くもん出版

２４ 新日本人の起源 神話からＤＮＡ科学へ 崎谷 満 勉誠出版

２５ 水洗トイレは古代にもあった トイレ考古学入門 黒崎 直 吉川弘文館

２６ 図解染織技術事典 田中清香、土肥悦子 理工学社

２７
すまいと生活すまいと生活（体験しよう！縄文人の
くらし１）

本山浩子 汐文社

２８
石器づくりの考古学 実験考古学と縄文時代のはじ
まり（ものが語る歴史１８）

長井謙治 同成社

２９ 先学に学ぶ日本考古学 坂詰秀一 雄山閣

３０ 戦争遺跡（日本の遺跡と遺産７） 矢野慎一 岩崎書店
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品 名 編 著 者 名 出 版 者

３１
対論文明の風土を問う 泥の文明・稲作漁撈文明が
地球を救う

安田喜憲ほか 麗澤大学出版会

３２ 誰も書かなかった古代史の謎 武光誠 中経出版

３３ 中世奥羽のムラとマチ 考古学が描く列島史 飯村 均 東京大学出版会

３４ 鉄と銅の生産の歴史 古代から近世初頭にいたる 佐々木稔、赤沼英男 雄山閣

３５
動物と中世 獲る・使う・食らう（考古学と中世史
研究 第６巻）

五味文彦ほか 高志書院

３６
土偶王国 いわてドグウ★ガイドブック
キュートな土偶たちの魅力が満載� さかいひろこ、米山みどり ツーワンライフ出版

３７
鳥の骨探 ダチョウ・ペンギン・アホウドリ・ツル・タカ・ペリカンからフク
ロウ・カッコウ・カワセミ・スズメに至る日本産および外国産主要鳥類の全
身骨格標本と頭骨・胸骨・翼の骨・足の骨等の分解骨カラー写真から

松岡広繁ほか エヌ・ティー・エス

３８ 日本食物史 江原絢子ほか 吉川弘文館

３９ 日本の中世墓 狭川真一 高志書院

４０
日本列島の三つの文化 北の文化・中の文化・南の
文化（市民の考古学７）

藤本強 同成社

４１ 農耕の起源を探る イネの来た道 宮本一夫 吉川弘文館

４２ 墓から探る社会 川崎市市民ミュージアム 雄山閣

４３ 発掘された日本列島２００９ 新発見考古速報 文化庁 朝日新聞社

４４ 東アジア先史学・考古学論究（考古民俗叢書） 甲元真之 慶友社

４５ 文化遺産と現代 土生田純之 同成社

４６ 文学のなかの考古学（佛教大学鷹陵文化叢書１９） 門田誠一 仏教大学通信教育部

４７ 文化としての縄文土器型式 川崎 保 雄山閣

４８
北海道アイヌの人類経営学序説 魂の響き 身体の
響き

大場四千男 北海道出版企画センター

４９ 北海道の宗教と信仰 佐々木馨 山川出版社

５０ ホネホネたんけんたい 西沢真樹子ほか アリス館

５１ ホネホネどうぶつえん 西沢真樹子ほか アリス館

５２
埋蔵文化財調査の基礎テクニック（考古調査ハンド
ブック１）

戸田哲也 ニュー・サイエンス社

５３ 見える歴史 ＮＨＫ教育テレビ 第１巻 ＮＨＫ『見れる歴史』取材班 中経出版

５４ 湖と山をめぐる考古学 用田政晴 サンライズ出版

５５
紫（むらさき）紫草から貝紫まで（ものと人間の文
化史１４８）

竹内淳子 法政大学出版局

５６
目からウロコの縄文文化 日本文化の基層を探る
縄文時代のイメージが変わる！

渡辺 誠 ブックショップマイタウン

５７ 木綿再生（ものと人間の文化史１４７） 福井貞子 法政大学出版局

５８ 野生動物調査痕跡学図鑑 門崎允昭 北海道出版企画センター

５９
弥生農耕のはじまりとその年代（新弥生時代のはじ
まり 第４巻）

西本豊弘 雄山閣

６０ ようこそアイヌ史の世界へ アイヌ史の夢を追う 平山裕人 北海道出版企画センター
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� 刊行物受領先一覧（＊国等の機関以外の掲載順は、基本的に所在地の市町村コード順とした。）
［国等の機関］
１ 文化庁

［北海道］
２ 網走市立郷土博物館
３ 美幌博物館
４ 上士幌町ひがし大雪博物館
５ 浦幌町立博物館
６ 広尾町教育委員会
７ 青木由直
８ 札幌市埋蔵文化財センター
９ �北海道文学館
１０ 北海道開拓記念館
１１ 北海道生涯学習協会
１２ 北海道大学総合博物館
１３ 北海道立アイヌ民族文化研究センター
１４ 北海道立文書館
１５ 恵庭市郷土資料館
１６ 函館市教育委員会

［東北］
１７ 東北大学大学院文学研究科
１８ 東北歴史博物館
１９ 秋田県立博物館
２０ 男鹿地域研究会

［関東］
２１ 足利市教育委員会
２２ 所沢市立埋蔵文化財センター
２３ 駿台史学会
２４ 朝日新聞出版
２５ ㈱文化環境研究所
２６ 港区教育委員会
２７ カズ企画
２８ 大成エンジニアリング株式会社
２９ 岩崎書店
３０ ㈱新泉社
３１ ㈱吉川弘文館
３２ 大田区教育委員会
３３ 中央大学通信教育部
３４ 国際基督教大学博物館 湯浅八郎記念館
３５ 神奈川県教育委員会
３６ �かながわ考古学財団
３７ 横浜市歴史博物館

［北陸］
３８ 新潟市埋蔵文化財センター
３９ 敬和学園大学人文社会科学研究所
４０ 富山県埋蔵文化財センター
４１ 野々市町教育委員会
４２ 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
４３ 若狭三方縄文博物館

［中部］
４４ 山梨県埋蔵文化財センター
４５ 南アルプス市教育委員会
４６ 北杜市埋蔵文化財センター
４７ 長野市教育委員会

文化財課埋蔵文化財センター
４８ 岐阜県文化財保護センター
４９ 磐田市教育委員会
５０ 一宮市博物館
５１ 安城市教育員会

［近畿］
５２ 滋賀県教育委員会
５３ 滋賀県埋蔵文化財センター
５４ �栗東市文化体育振興事業団
５５ 京都府教育委員会
５６ 岸和田市教育委員会
５７ 大阪狭山市教育委員会
５８ 姫路市教育委員会
５９ たつの市立埋蔵文化財センター
６０ 多可町教育委員会

［中国］
６１ 鳥取県埋蔵文化財センター
６２ 倉吉市教育委員会
６３ 島根県埋蔵文化財調査センター
６４ 島根県古代文化センター
６５ 島根大学ミュージアム
６６ 総社市教育委員会
６７ �広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室
６８ 広島県教育委員会
６９ 広島県立歴史博物館

［四国］
７０ 香川県立ミュージアム
７１ 香川県埋蔵文化財センター
７２ 高知県教育委員会

［九州］
７３ 北九州市立自然史・歴史博物館
７４ 九州大学大学院

人文科学研究院考古学研究室
７５ 熊本県立装飾古墳館分館

歴史公園鞠智城・温故創生館
７６ 熊本県文化財資料室
７７ 鹿児島県立埋蔵文化財センター
７８ 南種子町教育委員会 社会教育課
７９ 喜界町教育委員会

［沖縄］
８０ 沖縄県立埋蔵文化財センター
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図版１ イヌの頭蓋骨側面（左）・体高分布（右）

８ 講演会要旨

� 秋季講演会

「動物の考古学―イノシシ・ブタ・イヌ」 講師：西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館教授）

はじめに

本日は、北海道の遺跡から出土するイノシシ・ブ

タ・イヌについてお話しします。しかし、北海道の資

料だけでは不足する部分があるため、前半部は、「ど

のようなブタやイヌが飼われていた？」という問題に

ついて、日本列島全体の事例を紹介し、後半部は、北

海道の状況について説明していきます。一部、DNA

の問題についても補足しています。

１．日本におけるイノシシ・ブタ・イヌ

縄文時代の陸獣狩猟の割合 旧石器時代の様子は、ま

だよくわからないため、この講演でも縄文時代以降の

資料についてお話ししていきます。私は、２０年ほど前

全国の縄文時代遺跡のうち動物遺体が出土した４５の遺

跡について分析を行いました。その結果、縄文時代で

は、シカ（３９．３％）とイノシシ（３７．７％）を合わせて、

全体の３／４ほど出土していることがわかりました。

その他が小型獣で、意外と多いのがムササビでした。

現代の皆さんは、なかなか見る機会も少ないと思いま

すが、縄文人はかなりの数を狩猟していることがわか

ります。ムササビは捕獲しやすい動物です。昼間のう

ちに巣穴をみつけておけば、夜になるとそこから出て

きたところを捕まえるので、うまくいく確率が高いの

です。現在では、神社などに巣をつくっていることが

多いようです。東日本はシカが、西日本はイノシシが

多い傾向があります。

イノシシ・シカの分布 イノシシがいつの時代からい

るかという問題は、まだ結論が出ていません。北海道

には野生のイノシシは自然分布しておらず、紀元前

１５０００年前頃、日本列島を北上してきて、青森まで分

布するようになります。その時期には、津軽海峡がで

きていたので、イノシシが北海道まで渡れなかったと

考えられています。シカのうち、ニホンジカについて

は、かなり古くから日本列島に生息していたと考えら

れていますが、いつ北海道に渡ってきたかについては、

よくわかっていません。おそらく、イノシシよりも前、

紀元前１５０００年より以前、津軽海峡がまだ陸橋として

つながっていた時期に渡ったものといえます。エゾシ

カは、ニホンジカの亜種で、現在日本列島に分布する

ニホンジカは、エゾシカに比べ小さいのですが、日本

列島全体の縄文時代遺跡から出土するシカは、今のエ

ゾシカくらいの大きさがあります。ただし、時期によ

り差はみられるようです。

イヌの形態分類 動物考古学は、動物の分類を行うの

と同時に骨の形態差をみています。イヌの分類は、頭

骨の形と下顎の第一後臼歯をみるとわかります。ここ

では、頭の形についてどこを基準にみているかを説明

します。上顎であれば第４前臼歯。この歯は、裂肉歯

といい、ものをかみ切る歯です。この歯の形態をみて、

私たちは食肉目のイヌなのか、ネコなのかを分類して

いきます。イヌの中で特徴的なのは、鼻面の部分で、

時代の新しいイヌは、その部分がへこんでいます。人

間は、イヌの改良も行ってきたので、コリーやシェッ

トランドシープドッグなどの例外的なイヌもいます

が、それらを除いた柴犬やアイヌ犬などは、鼻面の根

本がくぼんでいることが家畜化の証拠です。この部分

をストップといいます。その他にみている部分は、①

後頭部が大きいか、小さいか、②頭頂部が高いか、低

いか、③上面観でみたときに、頬骨がはりだしている

かどうか、をみています。柴犬やハスキー犬は、正面

から見ると頬骨が張り出ています。図版１は、上が縄

文犬、中段が弥生犬、下段が現代の柴犬となります。

縄文犬は、後頭部が小さいのが特徴。弥生犬は、明

瞭にストップがへこんでいるのがわかります。図版２

は、愛知県朝日貝塚出土資料で、このような形態の犬

は、ヨーロッパから中国にかけて、世界全体で新石器

時代になると出てきます。この形態に一番近いものは、

中国では殷、漢代のイヌです。その後、江戸時代のイ

ヌも基本的には弥生時代のイヌと変わらないのですが

全体に大きくなっています。図版１右が、日本の縄文
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図版６ 千葉県下太田貝塚出土

ヒト・イヌ・イノシシの墓位置図

時代から近世までのイヌの体高分別図です。

動物形土製品 図版３は、縄文時代晩期、函館市日ノ

浜遺跡出土の動物形土製品。うり坊に似せて造られた

もの。図版４は縄文時代晩期、千葉県能満上小遺跡出

土イノシシ形土製品。図版５は、縄文時代後期、青森

県弘前市十腰内遺跡出土イノシシ形土製品。

縄文時代は、野生のイノシシを利用していました。

土製品を造っていることから、これらの土製品は、ブ

タを模しているものではないかと考えています。縄文

時代のブタ飼育を主張しているのは私だけで、他の研

究者は、否定しています。

私がブタ飼育を主張する理由としては、①イノシシ

形土製品は日本全体で現在までに１００例以上出土して

いること、②縄文時代中期後半から晩期に時期が限定

されていること、③続縄文時代になるとなくなってし

まうこと、④弥生時代にもなく、シカ、イノシシは両

方とも縄文時代に捕獲されていることがあげられま

す。

シカ形土製品は、出土しておらず、可能性を指摘す

る人でも１、２例くらいあるかどうかで、本当にシカ

かどうかはわかりません。縄文時代は、シカとイノシ

シを両方獲っているにもかかわらず、土製品をつくる

のは、イノシシだけといえそうです。

人骨と一緒に埋葬されるイノシシ骨 縄文中期の千葉

県茂原市下太田貝塚では、人骨とともに生後１年のイ

ノシシ骨が埋葬されていました（図版６）。このよう

に縄文時代中期以降になると、人間のこどもとイノシ

シの子ども、イヌの子どもが同じ墓域のなかに埋葬さ

れる例が出てきます。

伊豆七島から出土したイノシシ骨 また、伊豆七島で

もイノシシがみつかっています。伊豆の大島には、イ

ノシシが伊豆半島から泳いで渡ったという人もいない

わけではないのですが、八丈島まではいくらなんでも

イノシシが自力で泳いで渡ったと考えることは難しい

でしょう。元々伊豆七島にイノシシがいたという説も

ありますが、火山島なので元々いたというのは考えに

くい。また、伊豆七島でみつかるイノシシは小型であ

るのも特徴としてあげられます。

こどもを連れて行って飼育していたという問題は、

図版２ 愛知県朝日貝塚出土イヌ頭蓋骨側面

図版３ 函館市日ノ浜遺跡出土の動物形土製品

図版４ 千葉県能満上小遺跡出土イノシシ形土製品

図版５ 青森県弘前市十腰内遺跡出土

イノシシ形土製品
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のちほどお話しする北海道の問題とも関連します。

伊豆にある倉輪遺跡（縄文時代前期）から出土する

イノシシの骨は変形していて、ニホンイノシシとリュ

ウキュウイノシシの中間くらいの大きさで、頭の長さ

が短くなっています。人間が連れていって利用し、そ

の一部がエスケープして野生化したという考え方もあ

ります。野生のイノシシを丸木舟にのせて連れて行く

ということは、危険きわまりなく、家畜化したブタを

連れていったものと考えるのが自然ではないかと私は

考えています。

近年、骨の中に家畜化の状況が読み取れる資料も増

えてきています。

家畜化現象の特徴 家畜化現象の特徴としては、①

骨が肥大化し、骨がスカスカになって、骨粗鬆症のよ

うになっている場合。早く育成し、現代のブタは、生

後７ヶ月くらいで体重が１００から２００kgくらいになる

ため、こどものはずなのに、体は大人の状態になって

しまう。そのため、骨の発達が追いつかず、スカスカ

になるのです。

②短頭化現象。縄文時代の出土骨にもそのような特

徴のものがみつかります。縄文時代に家畜化をこころ

みた地域があったのではないか。全国的にブタをつ

くったのではなくて、ときどきブタをつくってはやめ

という繰り返しがあったと考えられます。

イヌの埋葬問題 縄文時代のイヌは、埋葬されていま

す。そのためかく乱などで一部失われる場合もありま

すが、土坑の中に全身の骨格がまとまって出土するこ

とが多いのです。縄文犬を１００体くらいみてきました

が、そのなかの１割は怪我をしており、肋骨が折れて

治っているケースが多数みられました。

老犬で、腕がおれて３本脚で歩いた例もみられます。

折れた腕の肘部分にカリエスができていますので、膿

みをもって非常に痛かったはずです。そのような状態

のイヌも飼育していました。狩猟用に飼育していたイ

ヌに対しては、怪我をしても天寿をまっとうするまで、

飼育し続けた様子がうかがえます。

弥生時代になると、埋葬例は０になります。唯一壺

のなかに入った状態で出土したものを埋葬例であると

主張する人がいます。

イヌがきちんと埋葬されるのは、縄文時代と江戸時

代で、弥生時代から江戸時代までの間は、イヌが食用

となります。イヌを食べるということは、稲作農耕に

はよくあることです。私は、弥生イヌと一緒に弥生ブ

タが入ってきたと考えていますが、これについてもブ

タは入ってこなかったと考えられるひともいます。

ブタの歯槽膿漏 弥生時代のブタには、歯槽膿漏がた

くさん出ているのに対して、縄文時代のイノシシには、

歯槽膿漏がほとんどみられません。

縄文時代のイノシシには１０歳以上の老獣で、歯がも

のすごくすり減っているものもあります。

弥生時代のブタになると、７、８歳の健全なメスでも、

第１後臼歯の内側に歯槽膿漏がみられます。このよう

な例は、ヨーロッパローマ時代、それ以降中世のブタ

にも特徴的にみられます。

同じ年齢の同じ性のものを比較することができるよ

うに、全身は数十、頭骨は１００体、年齢は生後１５日か

ら１５、１６歳くらいまでの標本を持っています。

また、イノシシを飼育してもらって、その第３世代、

第４世代の標本も２、３０体ほど持っています。

大人のイノシシは、歯列面をまっすぐにしたとき、

頭高が高くなます。

弥生ブタは大きさで３つのグループに分けられま

す。一番大きいのは吉野ヶ里で出ているグループ。そ

の当時の野生イノシシよりはるかに大きい。愛知県朝

日貝塚から出土しているのは小さいブタ。口が小さく

て、おちょぼ口のブタと私は呼んでいます。

中国の南部揚子江流域河姆渡のブタと弥生のブタは

大変よく似ています。中国でも殷代のブタは南のブタ

で、仰韶文化のブタとは形態が違うようです。

弥生時代にはいったブタは、古代まで飼育されてい

ました。飼育を担当していたのは、猪飼部で、「猪」

の漢字は、ニホンではイノシシを著していますが、中

図版７ 下郡桑苗遺跡のブタと現生イノシシ

１・３，下郡桑苗遺跡出土のブタ〔１，雄の若獣（№２）〕３，雌の成獣
〔№１〕２，ブタと比較するために示した現生イノシシの雄・若獣 ３dは，
歯槽膿漏の部分を拡大（矢印）
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国ではブタを意味しています。十干十二支のイノシシ

年は、中国ではブタ年になります。犬飼という名前も、

イヌを飼うところからきており、馬飼部や、牛飼部な

ども同じような由来の名前です。

聖武天皇の頃、「肉を食べるな、飼育するな」とい

う禁令が出されます。聖武天皇の時代には、「ブタは

野にはなって、生をとげさせろ」、というような命令

が何度か出されて、飼育していたブタを解放するよう

になります。

江戸時代には体躯の大きいブタと小さいブタがお

り、大きいブタは黒豚になります。

文献では、寛政七年（１７９５）の橘南渓『東西遊記』

に広島の町ではブタが多いことを「京などにイヌのあ

るごとく家々町々の軒下に多し。形牛の小さきがごと

く、肥えふくれて色黒く、毛はげてふつつかなるもの

なり」と描写しています。

２．北海道におけるイノシシの分布

私がまだ北海道にいた時分にイノシシ遺体の出土分

布図を作成しました。現在は遺跡数が増えていますが、

分布の傾向と変わらないようです。

北の方は、礼文島船泊遺跡からイノシシの犬歯が装

身具としてみつかっています。遺体の多くは、洞爺湖

町入江貝塚、千歳市美々４遺跡、千歳市ママチ遺跡な

ど、道南部から道東部にかけての縄文時代後期から晩

期にかけて出土しています。幼老、雌雄にかかわらず

みられます。大きさもニホンイノシシとほとんど変わ

りません。

おそらく北海道には、生きたまま連れてきたようで

す。出土遺体は、頭、手足の部分を含め、全身の骨が

みられます。イノシシの飼育化については、北海道の

縄文人が青森までいってイノシシを飼育していたとは

思えない。北海道の縄文人は、飼育されたイノシシを

本州にでかけていって受け取って戻ったのでしょう。

北海道の人には、日頃食べることのできないイノシ

シの肉が食べたいという欲求があったかもしれない証

拠として、美々４遺跡のひとたちは、埋葬儀礼のなか

に骨を焼いてまいています。細かい骨になってしまい

ますが、爪の部分で種が同定できます。肉付の骨もか

なり焼かないとからからにはなりません。美々４遺跡

の骨はかなり良く焼いていることがわかっています。

日ノ浜遺跡出土のウリ坊に似せた動物形土製品は、

飼育の過程を表したもの。イノシシ形土製品は、生き

ているイノシシの代用品で儀礼に使用するものと考え

られます。

擦文・オホーツクの出土例は、道東北に多い傾向が

あります。

オホーツク文化のブタは、野生イノシシが北海道に

もいたのではなく、北海道のオホーツク文化人が、サ

ハリンや大陸にいって礼文島や利尻島にブタをつれて

きたと考えられます。

野生イノシシの場合、後頭部と吻部の長さが１：１

位なのに対して、後頭部の広いところが中間くらいに

来ます。

オホーツク文化のイノシシは、ストップはあまり変

化がなく、平坦であるのに対して、後頭部の広い部分

が後ろのほうにあります。後頭部の上面観が角張らず

に、丸みを持ち、吻部が細くなっています。

オホーツク文化は時代もなかなか決定されません

が、紀元後数世紀から１０世紀前後頃、大陸からの渡来

人が入ってきて、海獣狩猟とともにブタを飼育してい

ました。

北海道のイヌの問題 北海道にどのようなイヌがいる

かは問題となります。縄文時代のイヌは、下顎は出土

しますが、上顎があまり出土していません。小型犬で

丈夫なイヌが縄文犬の特徴で、伊達市の北黄金貝塚で

出土したイヌは、 頭が余り変化がなく、縄文犬的な

要素と弥生犬的な要素の両方が見受けられます。中世

の上ノ国町勝山館跡で出土したものは、ストップが

はっきり変化あり、高くなっています。頬骨が丸みを

もち、膨らんでおり、現在の柴犬のような特徴がみら

れます。

図版８ 礼文島香深井１遺跡出土

オホーツクＡタイプ イヌ
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オホーツク文化期の礼文島香深井１遺跡から出土し

たオホーツクＡタイプとしたイヌ（図版８）は、鼻面

の部分が短く、口の幅が広い。頬骨が後ろにむかって

ぐっとはりだす傾向があります。現代のイヌと比較す

ると、樺太犬、エスキモー犬に似ています。口の部分

が幅広く、頑丈なのは特徴的です。

次は、オホーツク文化のＢタイプ（図版９）。口の

部分が全体に華奢になり、後頭部もＡタイプに比べる

と小さめです。顔の長さが長くなり、頭高が低くなり

ます。

中世勝山館跡出土のイヌは、現代のアイヌ犬とも近

いし、骨太の点は、オホーツク犬にも近い。オホーツ

ク犬と縄文時代から続くイヌと弥生時代のイヌがすべ

て混血した可能性があると考えられます。

ＤＮＡの分析 ＤＮＡを調査するとなんでもわかるか

というと、なかなかそうではありません。

例えば、私が弥生ブタを主張したときに、名古屋大

学の小沢先生が弥生ブタ説を否定しようとＤＮＡ分析

を行いました。ＤＮＡ分析のために、私が弥生ブタを

考えている資料を小沢先生にお渡しして実施されたも

のですが、その結果は東南アジアで最初にイノシシが

ブタになったというグループとは違い、むしろ、現代

の野生イノシシに近いということで、私の説を否定さ

れました。それを受けて、私の弥生ブタ説はむずかし

いと発表される方もいらっしゃいます。

小沢先生のイノシシのグルーピングには無理があ

り、それにより結果が悪い可能性があると私は考えて

います。小沢先生は、ミトコンドリアＤＮＡの２０くら

いの塩基配列をみて、その中の７か所で結論を出して

います。その後、帯広畜産大学の石黒先生がＤＮＡ分

析を行い、ニホンイノシシや東南アジアのイノシシな

どいくつかのイノシシと比較分析を行い、石黒先生は

６００の塩基配列をみて結論を出しています。７か所と

６００か所では精度が違ってくると思います。この結果

では、弥生ブタは東南アジア系のブタと同じグループ

になっています。

現在、考古学で利用しているＤＮＡは、ミトコンド

リアＤＮＡといい、細胞のなかの核ＤＮＡではない。

細胞の外にある細胞質にあるＤＮＡを調べています。

核は父系と母系とがわかるＤＮＡ。細胞質は母系のみ

たどることができるＤＮＡ。ミトコンドリアＤＮＡで

母系遺伝のもの。さらに細胞質は、運動系をつかさど

るＤＮＡ。運動機能の違いをみているにすぎず、形態

とは一致しません。家畜化現象をたどることはできな

いうえ、品種や種をたどることもむずかしい。ＤＮＡ

で家畜化現象を解決することは実は非常に難しい問題

なのです。

弥生ブタの特徴をもつ続縄文のイノシシをみたこと

がないため、縄文的なイノシシ飼育が続縄文時代に

あったかは、これからの課題となります。縄文時代晩

期から続縄文にかけて、クマの土製品、石製品が多く

つくられるようになりますので、イノシシからクマへ

の転換がみられるのかもしれません。

図版出典

図版１ 国立歴史民俗博物館編 １９９６『動物とのつきあい：

食用から愛玩まで』展示図録 国立歴史民俗博物館

図版２ 愛知県埋蔵文化財センター編 １９９４『朝日遺跡．

５』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書；第３４集

図版３ 佐藤智雄 １９９８「北海道の動植物を意匠とする製

品」『東北民俗学研究』６

図版４ 市原市文化財センター編 １９９５『市原市能満上小貝

塚』財団法人市原市文化財センター調査報告書；第

５５集 福山通運・武蔵屋商事，市原市文化財セン

ター 巻頭図版

図版５ 村越潔 ２００３「青森県における縄文の絵画と塑像」

『考古学ジャーナル』４９７ ニューサイエンス社

所収磯貝正彦実測図

図版６ 西本豊弘 ２００３「縄文時代のブタ飼育について 」

『国立歴史民俗博物館研究報告』１０８（〔国立歴史

民俗博物館〕開館二〇周年記念論文集） 図１

図版７ 西本豊弘１９９１「弥生時代のブタについて」『国立歴

史民俗博物館研究報告』３６

図版８・９ 大場利夫，大井晴男編 １９８１『香深井遺跡』下

巻東京大学出版会

図版９ 礼文島香深井１遺跡出土

オホーツクＢタイプ イヌ

３７



唐招提寺経蔵・宝蔵

図版１ 正倉院と双倉

法隆寺綱封蔵

現在の正倉院

図版２ 正倉院の変遷

明治５年 明治５年以降、大正２年以前

大正２年直前 大正２年以降

� 冬季講演会

「正倉院宝物の曝涼」 講師：成瀬正和氏（宮内庁正倉院事務所保存課長）

はじめに

私の専門は保存科学ですが、元々考古学に興味があ

りました。３５年ほど前に初めて雪の北海道を訪れ、キ

ウス周堤墓群を遠くから見て、その周堤の高まりに感

激したものでした。正倉院宝物のことについて、北海

道で本格的なお話しをするのは、今回がはじめてです。

正倉院の仕事は、大きく正倉院宝物を守ることと、個々

の宝物について研究することの２者に分けられます。

もちろん両者は密接に関係しており、宝物について研

究を進めることは、宝物を守ることに役立つわけです。

今回は宝物を守る仕事についてお話しいたします。表

題にある「正倉院宝物の曝涼」は、その象徴の意味で

用いています。

１．正倉院・正倉院宝物について

正倉院の位置 平城京は平城宮を北の中心として東西

に広がりますが、その北側の東寄りは外京という形で

張り出し、さらに京外の東の外側に東大寺が位置しま

す。正倉院宝物は聖武天皇や光明皇后ゆかりの品が東

大寺に納められたことにはじまります。図版１上は、

現在の正倉院の建物です。正倉院の構内で現存する奈

良時代からの建物はこの１棟のみですが、奈良時代に

おいては、周囲に何棟かほかにも倉庫があったようで

す。ただしこの正倉院の建物が一番立派であって、他

は、掘立であったり、小さかったものと考えられます。

平城京や平安京などの宮都、あるいは西大寺などの寺

にも、それぞれ倉すなわち「正倉」が集中している区

域という意味の「正倉院（正蔵院）」と呼ばれる一画

がありましたが、これらの中で、建物としては現在ま

でに東大寺の正倉院の一棟だけが生き残り、それが建

物の固有名詞となりました。

正倉院は東大寺大仏殿の北方約３００mのところにあ

り、現在その東側と西側には空調設備を備える新宝庫

が立っています。また私が勤務する正倉院事務所も、

構内のその近傍にあります。

正倉院正倉の構造 正倉院は北倉、中倉、南倉の３つ

の部分に分かれ、１棟３倉形式の構造です。それぞれ

の倉は１階、２階、屋根裏の３層からなり、また内部

で完全に仕切られています。正倉院正倉については当

時双倉という名で呼ばれていたこともあり、もともと

は唐招提寺経蔵・宝蔵（図版１左下）のように近接し

て、独立に立っていた校倉２棟を後でつないで一つに

したのではないかという説。あるいは法隆寺鋼封蔵（図

版１右下）のように、もともと二つの倉にひとつの屋

根をかけ、それぞれの出入り口部が相対する構造で

あった建物の中間をふさぎ、ここも倉として機能する

ように改造したのではないかという説もありました。

ただし建築学の専門家の間では、もとから現在ある形

式であったと考える説が有力です。

正倉院の現存する一番古い写真は、明治５年（１８７２）

のものです（図版２左上）。軒先が波打っていること

がわかると思います。次に古い写真は、明治５年以降、

大正２年（１９１４）の解体修理以前のもの（図版２右上）

で、それ以外時期は不明です。軒先の垂下を押さえる

ため、屋根下に支柱を立てています。図版２左下は、

大正２年の解体修理直前の写真と考えられます。また

図版２右下は、大正２年の解体修理直後のもので、解

体修理により軒先の垂下が修整され、支柱は取り除か

れています。なお現在ある雨落溝は、解体修理以前に

は見あたりません。また建物の下には解体修理に伴い

コンクリートが打たれるようになりました。このよう

な古建築物は百年に一度メインテナンスを行うことが

常法で、前回の修理から約百年経った今、再び修理の

計画が立てられています。
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図版３ 正倉各倉に納められた宝物の由来

南倉 中倉 北倉

図版４ 宝物の調査・研究の視点

図版５ 黒作太刀（正倉院宝物）

正倉院宝物の由来 先にも述べましたが、正倉院宝物

は、聖武天皇・光明皇后ゆかりの品々の献納が核に

なっています。献納は、（１）天平勝宝８歳（７５６）６

月２１日（献物帳「国家珍宝帳」）、（２）同日（献物帳

「種々薬帳」）、（３）同年７月２６日（献物帳「屏風花

氈等帳」）、（４）天平宝字２年（７５８）６月１日（献物

帳「大小王真蹟帳」）、（５）同年１０月１日（献物帳「藤

原公真蹟屏風帳」）、の計５回にわたり行われ、それぞ

れの献物帳が残されています。その中で宝物の数量が

多かったのは、（１）の六百数十点、と（３）の百数

十点で、これらの品々が核となり、その他に天平勝宝

４年の大仏開眼会に献納された品々、造東大寺司（東

大寺の建設や修理を司った役所）の関係品、東大寺の

仏具などが加わり、現在の正倉院宝物が形成されまし

た。東大寺の仏具には、聖武天皇の御一周忌の用具も

含まれています。献物関係以外の品々がこの倉に入る

ようになった経緯は、明らかではありません。文献史

料には、天暦４年（９５０）年、東大寺羂索院双倉の什

物が正倉院南倉に移動されたことが記されています

が、このときに献物関係以外のすべての宝物が移され

たというわけではなく、いろいろな経緯を経て宝物が

正倉院正倉に納められるようになったと考えられま

す。図版３には各倉と由来による、そのおおよその収

蔵品を示しました。

なお正倉院の宝物はほとんどが８世紀の中頃のもの

です。

正倉院宝物の調査と研究 宝物は、約９千点あります。

これは物品管理上の登録数であり、場合によっては１

点としたものがいくつかのものの集合体である場合も

あります。因みに、整理中の古裂などを１片１片数え

上げるとそれだけで、２０万点を超えることになります。

宝物の調査・研究の仕方にもいろいろな視点があ

り、由来に着目する方法、用途に着目する方法、製作

技法に着目する方法、材質に着目する方法などがあり

ます（図版４）。私は、材料からの接近に関心があり

ます。正倉院宝物は１５０種ほどの材料から成っていま

す。そのうちの５０種類は、無機の材料で、これには石

や石を砕いて作る顔料、金属やガラスなどがあります。

つづいて植物材が５０種ほどあります。木材が一番多く、

その他では竹や植物の蔓を利用しているものもありま

す。また動物材は３０種ほどで、毛皮、牙角、毛などを

利用しています。その他としたものは２０種ほどで、こ

れは繊維素材や接着剤など、上記の材料を化学変化あ

るいは物理変化させつくったものです。

これらの視点に基づく調査成果は日本史・美術工芸

史・考古学・保存科学などあらゆる分野に役立ちま

す。道立埋蔵文化財センターに保管されている遺物は、

土器や、石器などが多く、正倉院宝物は、これと別世

界のものとお考えでしょうが、今日展示されている恵

庭市西島松５遺跡の墓から出土した刀は、正倉院所蔵

の刀（図版５）とまさに同類のもので、今後正倉院宝

物の研究と道立センターの研究がリンクする機会もあ

ると考えています。

２．正倉院の曝涼・点検

正倉院の曝涼の変遷 正倉院におけるもっとも初期の

曝涼は、延暦６年（７８７）６月２６日のものであります。

当初の曝涼は、６年に１回ほどの間隔であり、また「土

用干し」と称し、６月や７月の暑い時期に行われてい

ました。

その後、鎌倉～江戸時代の開封は、倉に修理の必要

や盗難の被害などがあったときの不定期のもので、１００

年に１度、あるいは５０年に１度という頻度の時もあり

ました。

明治５年（１８７２）に新政府になってはじめての曝涼

が行われます。また明治１６年には、曝凉毎年１回の制
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図版７ 明治５年の宝物写真撮影

図版８ 正倉院の管理（明治以降）

が立てられました。当初、曝涼の時期は古制に倣って、

７～９月の暑い季節でしたが、かえって黴虫害の被害

などを拡大するおそれもあり、明治２８年（１８９５）から

は１０月からに変更されました。

昭和３５年（１９６０）より前は、正倉の中で曝涼を行っ

ていました。昭和３５年に、宝物は正倉から新宝庫（東

宝庫）に移されましたので、それからは点検を新宝庫

で実施することになり、現在に至っています。

壬申検査 明治４年５月２３日、太政官布告により、「古

器物保存方」、すなわちわが国はじめての文化財保護

法が発令されました。廃仏毀釈の嵐の中で、貴重な文

化財の破壊や海外流失を防ぐためのものでした。明治

５年５月２７日～１０月２０日、この法律に基づき、関西圏

の社寺およびそこが有する什宝が調査されました。調

査はこの年の干支にちなんで、壬申検査と呼ばれてい

ます。メンバーは、町田久成（文部省）・蜷川式胤（文

部省）・内田正雄（文部省）・世古延成（宮内省）・

高橋由一（西洋画家）・横山松三郎（写真家）・岸光

景（画師）・柏木政矩・笠倉鉄之介（博物学）などで

す。その中で正倉院宝物の調査は、８月１２日～８月２０

日に行われ、壬申検査の中で一番時間がかけられてい

ます。

メンバーの中心人物・蜷川式胤は、宝物の現状記録

として、多くの拓影図を残しました。この拓影図は現

在、正倉院の仕事に大変役に立っています。またこの

調査には写真家横山松三郎も参加しており、正倉院宝

庫、正倉院宝物についても何枚かの写真が残されてい

ます。図版２左上の最も古い正倉の写真もこのときの

ものです。図版６左は、正倉を南東部から見上げて撮

影したもの、図版６右は、正倉の最も南側の柱列を東

側から撮したものです。図版７は、このとき撮影され

た宝物の写真です。当時は乾板写真であり、太陽光の

もと、光量が必要量に達するまで、宝物は外に置かれ

ていたわけです。現在的な観点から言えば、紫外線等

に長時間曝したことは問題ですが、写真が残っている

おかげで、今どこが修繕され、どこが破損していたか

などの情報がわかるので、その点については非常に助

かっています。

正倉院の管理 図版８には、正倉院が近世以降どのよ

うに管理されてきたか、制度的な変遷をまとめました。

現在正倉院・正倉院宝物は宮内庁正倉院事務所が管理

しています。ここで、平成６年（１９９４）に正倉が国宝

指定になったことについて一言説明します。「国宝」

「重要文化財」は、その管理について文化庁の権限の

及ぶ建物・文物についてのランクですが、正倉院宝物

や正倉は、文化庁とは別組織である宮内庁がしっかり

と管理しているため、その対象外にありました。ただ

し東大寺の周辺地域が、正倉院も含め世界遺産指定を

受けるときに、建物が国宝であることがその要件で

あったたため、正倉院の建物のみ、宮内庁管轄のまま

国宝指定を受けることになりました。ところで、宝物

は現在国宝ではありませんが、文化庁の基準をあては

めればおそらく、全点国宝となりましょう。

正倉での御開封風景 図版９は昭和２５年（１９５０）の、

正倉での御開封風景です。このとき、宝物はもちろん

正倉の中に収蔵されていました。海老錠の左上には、

天皇陛下のご署名（花押）がくくりつけられ、竹の皮

で保護されています。（図版９右下）。
図版６ 明治５年の正倉
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図版９ 校倉での御開封風景（昭和２５年）

図版１１ 正倉院事務所の組織（２１名）

正倉での曝涼風景 図版１０には、昭和２５年（１９５０）の

正倉での曝涼の作業風景を示しました。図版１０上左は、

容器のガラス蓋を外しているところ。図版１０上右は、

防虫剤の樟脳を入れているところ。図版１０中左は、宝

物容器のガラスをふいているところです。この当時は、

東京からも応援を仰ぎ、１０名程度で曝涼作業を行って

いました。図版１０下左は、容器の蓋をあけて、風を招

き入れているところで、竹製の籠です。図版１０下中は、

馬具を取り出し点検しているところです。現在、文化

財の黴虫害対策として収蔵庫の中での掃除の重要性が

うたわれていますが、正倉院では、この当時からそれ

を実践していました（図版１０下右）。

曝涼から点検へ 宝物が正倉にあるときは、扉を開け

ると、風が通り、それは曝涼と言うにふさわしい行為

でした。昭和３５年から宝物を新宝庫に移動し、さすが

に宝物を外気に直接当てることはなくなり、ここで行

われる作業は点検と呼ぶべきものとなりました。

ここで現在の正倉院事務所の組織について触れるこ

とにします（図版１１）。全員で２１名の小さな事業所で、

保存課職員１３名が宝物を扱います。保存課には研究職

が８名いて、その専門のうちわけは、工芸２名、染織

２名、古代史２名、保存科学２名です。そのほか修理

の専門職員が４名、写真の専門職員が１名います。こ

のように保存課には様々な分野の人間が集まっていま

すが、正倉院宝物の保存が最も重要な仕事と心得てい

ます。１０月、１１月の開封期間には、保存課職員全員が

保存担当者になった気持ちで、作業に従事しているの

です。

正倉院宝物の点検 正倉院には宝物が約９，０００点、こ

のほかそれと系統の異なる聖語蔵経巻が約５，０００点あ

ります。これらを、延べ約３００人日、すなわち保存課

職員は１３人ですから、全員で約２５日かけて点検するこ

とになります。西宝庫は勅封倉であり、建て延べ面積

が１，１８８㎡です。これを１０月～１１月のうちの約２０日を

かけて点検します。これに対し東宝庫（９３１㎡）は５

月初旬の約５日をあて点検します。点検は複数の職員

で一班を構成して実施しますが、担当する宝物はラン

ダムであり、職員の専門はあまり考慮されません。

作業内容は、黴虫害や物理的破損の有無、劣化進行

状況の確認などを目的とした点検であり、問題のある

ものには個別処置を実施し、木工品・染織品などにつ

いては、予防的に防虫剤（樟脳）を側に置きます。す

べての点検を終えて、御閉封日の前には庫内清掃をす

ることになります。

図版１２は、これら点検作業が行われる西宝庫（左）

と東宝庫（右）です。

図版１０ 正倉での曝涼風景（昭和２５年）
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図版１２ 西宝庫（左）・東宝庫（右）

図版１３ 現在の東宝庫の点検作業（５月）

図版１５ 現在の西宝庫の点検風景（平成１９年１０～１１月）

図版１３は、東宝庫での点検作業の様子です。点検に

かかる前に、空調の吹出口にカバーを掛けるなど、そ

の準備をします。（図版１３左上）。図版１３右上は大型の

幡を３人で点検しているところ。図版１３下は古裂が貼

られた屏風の表面の埃を筆で払っているところです。

現在の西宝庫での御開封の儀式 図版１４左上は所長に

先導され勅使が西宝庫に向かう様子です。扉の前で封

を解いているのは私です（図版１４右下）。正倉に宝物

があった時代と同様、竹の皮にくるまれた天皇陛下の

ご署名（花押）の無事を勅使の前で確認し、その後鍵

を開け、扉を開いて庫内に入り、ひとまわりして宝物

の安全を確認するわけです。

西宝庫での点検 図版１５左上は正倉院宝物でも有名な

瑠璃坏の点検の様子です。ガラスであるため取り扱い

には細心の注意が必要です。サイズからして実際は一

人が取り扱うことになりますが、ほかの二人もこれを

見守り、もしなにか危険が生じそうな場合、すぐに手

助けできる体勢にあります。図版１５右上は正倉院に５００

点近くある花籠を点検している様子、また図版１５左下

は大人数で毛氈にヒメマルカツオブシムシなどの害虫

がいないか点検しているところです。図版１５右下は刀

の刀身を、塗られた油を除去しながら点検していると

ころです。

図版１６左上は、黴の生えやすい屏風を詳細に点検し

ている様子、図版１６右上は正倉院三彩を点検している

様子、図版１６左下は長い柄を有する鉾の点検の様子、

図版１６右下は、聖武天皇と光明皇后のダブルベットを

その下に潜って点検しているところです。繰り返しに

なりますが、点検の具体的内容は黴虫害の有無や異状

の確認などですが、それだけをやっているのではなく、

同時にわずかな時間を利用して、点検対象の宝物につ

いて勉強し、鑑賞しているのです。宝物をより良い状

態で保ってゆくためには、宝物の全てを知りつくして

おく必要があります。正倉院の保存課職員は１０年くら

図版１６ 現在の西宝庫での開封作業（平成１９年１０～１１月）図版１４ 西宝庫の御開封風景（１０月）
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図版１７ 正倉院宝庫内の清掃（平成１９年１１月）

図版１８ 開封中 宝庫での諸作業

いでひととおり宝物を点検することになりますが、点

検を行うことで、個々の宝物についての一般的な知識

が備わり、例えば保存科学を専門とする私でも、正倉

院関係の本の出版に際しては、たいていの宝物の解説

を書くことくらいはできるようになります。

正倉院宝庫内の清掃 宝物の点検をすべて終えた御閉

封の前日は、保存課総出で庫内の清掃を行います。棚

や戸棚などをアルコールで拭き、床は掃除機を丹念に

かけます（図版１７）。

正倉院宝庫開封中の諸行事 ここでは開封期間中に行

われる、点検以外の諸作業についてご紹介します。図

版１８左上は正倉院展出陳宝物の引き渡しの様子です。

正倉院展に出陳する宝物の数は約６０～７０点で、そのた

めの宝物の点検と引き渡しは１週間ほどをかけ、入念

に行われます。正倉院展の期間は通常１７日で、長い時

は２０日くらいとなります。会期をもっと伸ばして欲し

いという要望もありますが、開封の２ヶ月間で、展覧

会期間以外に貸出や引き取りの際の点検や、展示作業

などのスケジュールを全てこなすには、これがぎりぎ

りです。展示期間を長くするためには、開封期間をもっ

と伸ばす必要があり、宝物の保存を優先すると無理な

のです。

図版１８右上は専門の先生にお越しいただき、材質調

査を行っているところです。平成２１年（２００９）は毛の

調査が行われ、北大の先生方２名も調査員として加

わってもらいました。先に正倉院宝物が１５０種類ほど

の材質からできていることをお話しましたが、このよ

うな材質調査の研究成果を利用させてもらっているの

です。

図版１８左下は宝物模造品作製のために、構造や材質

の調査などを行っているところです。ここで扱われて

いる宝物は�袷です。

図版１８右下は宝物の写真撮影の様子です。宝物の写

真撮影は、従来は宝物が美しく見える方向を中心に行

われてきましたが、近年は、そうでない方向や、痛ん

でいる部分などについて、行われることも多くなって

きました。痛んでいる部分では、宝物の製作技法や内

部の構造や見えることも少なくありません。

開封期間中の諸作業について、これまでのお話と重

複するところもありますが、全体の概念図を、図版１９

に示しました。宝物の点検では黴虫害の有無や、物理

的な破損、劣化状況などを調べます。また開封の最終

段階では庫内の掃除を徹底的に行います。従来、文化

財分野では黴虫害に対しては、臭化メチルと酸化エチ

レン混合製剤（商品名；エキボン）によるガス燻蒸が

大変有効で、広く用いられて来ました。しかし、臭化

メチルは、オゾン層を破壊する物質ということで使用

禁止になり、また酸化エチレンもその発ガン性が問題

となり、この方法は廃れました。現在は、IPM（Inte-

grated Pest Management：総合的害虫防除）という

方法が流行となっています。この方法はこれら害を完

璧になくすのではなく、対象物の点検や収蔵庫の清掃

をこまめにすることによって、これらの害をなるべく

少なくしようと言う考えです。これは何のことはない、

一昔前の日本で行われてきた「曝涼」作業の一部です。

図版１９ 開封期間中の諸作業概念図
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図版２０ 宝物修理の歴史（明治以降）

図版２１ 螺鈿紫檀五絃琵琶の修理箇所

螺鈿紫檀五絃琵琶

図版２３ 元禄６年または
天保４～７年の修理

鳥毛帖成文書屏風 鳥毛篆書屏風

鳥毛立女屏風

図版２４ 鳥毛立女屏風とその修理箇所

レントゲン写真

またIPMの考えの場合、対象物の鑑賞はこれに含まれ

ていませんが、正倉院ではこの様な項目も含んだ点検

を行っており、持続性という点からも優れていると自

負しています。

３．正倉院宝物の修理・整理

宝物修理の歴史 図版２０には明治以降の宝物修理の歴

史を示しました。

江戸時代以前にも宝物の修理はありました。それは

宝物製作直後からあったと考えて良いと思います。図

版２１は螺鈿紫檀五絃琵琶ですが、玳瑁貼りの捍撥に表

された駱駝の足の付け根の部分の玳瑁がはずれ、そこ

に樹脂状の物質を充填しています。

江戸時代の修理など 徳川家康は正倉院正倉の修理や

宝物の保存のため尽力をしました。慶長８年（１６０３）、

すなわち関ヶ原の戦いの３年後に、すでに家康には天

下人になったという自負があったのでしょう、正倉の

修理を指示し、また宝物の保存のために約３０合ほどの

櫃を寄進しています（図版２２）。

元禄６年（１６９３）または天保４～７年（１８３３～３６）

には鳥毛の貼られた屏風が修理されています。一畳六

扇の屏風はそれぞれが切り離され。画面の周囲には天

平時代の裂が切り取られ使われています（図版２３）。

鳥毛立女屏風（図版２４左）は最近では昭和６３年

（１９８８）に修理が行われました。その際のレントゲン

撮影など（図版２４右）を利用した事前調査によって、

元禄期、天保期なども含め、昭和以前にも数度にわた

り修理が行われていることがわかりました。

天保４～７年開封度には正倉院裂の保存のため、手

向山神社上司延寅は正倉院古裂の中から美しい裂を選

び、屏風に貼って手鑑としました。正倉院裂の中でも

図版２２ 慶長櫃
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図版２５ 七條織成樹皮色袈裟

図版２６ 正倉院御物整理掛の修理（明治２５～３７年）

稀少な裂を、屏風仕立てとしています。ただしこれら

古裂は、今は屏風からはずし、保存されています。

明治時代の古裂の分頒 明治９年（１８７６）内務省の大

久保利通は殖産興業と正倉院古裂の保存を目的とし、

古裂を手鑑とし、各地の博物館等に分頒しました。た

だしこのときは、その時点で破片となっていた古裂だ

けではなく、例えば聖武天皇の御使用した袈裟の一部

などを部分的に切り取っており（図版２５）、現在とは

文化財保存に関する観点が異なることを割り引いて

も、行き過ぎは否めないものもあります。

正倉院御物整理掛の修理 正倉院御物整理掛は明治２５

～３７年（１８９２～１９０４）に活躍しました。各分野で、江

戸時代生まれの優秀な工人達を集めています。当時は

写真が貴重であったため、彼らの作業の様子を伝える

写真は残されていませんが、かわりにその様子を描い

た漫画風の絵が残っています（図版２６）。

螺鈿紫檀五絃琵琶（図版２７）は御物整理掛によって

大きな修理を受けたもののひとつです。図版２８左・図

版２９左は壬申検査で蜷川式胤がとったそれぞれ背面、

捍撥面の拓本です。また図版２８右、図版２９右は、それ

ぞれに対応する面の現在の写真です。両者を比較する

ことにより、明治初年に相当螺鈿や玳瑁などが落ちて

いる様子や、修理をした箇所などがわかります。

北倉の鏡のうち９面は鎌倉時代に盗難にあって、破

損しました。鏡によって破損の程度は様々でしたが、

うち８面は御物整理掛による修理を受けています。図

版３０に示した螺鈿背鏡もその一面で、鏡背の網を掛け

た部分のみがオリジナルの部分で、他は復元によるも

図版２７ 螺鈿紫檀五絃琵琶

図版２８ 螺鈿紫檀五絃琵琶の裏面

図版２９ 螺鈿紫檀五絃琵琶の表面
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図版３０ 平螺鈿背鏡第９号の修理箇所

図版３１ 正倉院掛による染織品の修理（大正３年）

図版３２ 正倉院掛による塵芥の選り分け（大正３年）

図版３３ 現在の修理室

天蓋

図版３４ 染織品の一般的な完成姿

錦道場幡

のです。ただしこの復元は、鏡背に残る様々な痕跡に

基づく、根拠あるものであったと考えられています。

また鏡体は５片に分かれていたため、銀の鎹で接合し、

修理しています（図版３０右）。

御物整理掛は正倉院宝物でも有名な工芸品の修理を

ほとんど手がけており、この修理がなければ、多くの

宝物は安心した状態で動かせず、したがって正倉院展

はなかったかも知れません。

４．染織品の修理と保存

正倉院掛～正倉院事務所保存課による染織品、経巻の

修理 大正３年（１９１４）からは、宮内省に正倉院掛が

置かれ、自前で染織品と経巻の修理を行うようになり

ます。図版３１は、そのときの修理の様子、また図版３２は、

染織品の選り分けの様子です。時は移って、現在は正

倉院事務所保存課の修理担当の４名の技官が正倉院掛

の仕事を引き継いでいます。正倉院事務所では平成１９

（２００７）年度に新しい庁舎が完成し、現在修理はその

中で行われています。図版３３は部屋での作業の様子です。

染織品の保存方法と現在の修理 染織品には様々な保

存（収納）方法があります。多くの染織品の材質は絹

です。これを折りたたむとその部分から筋切れなどが

起こり、破損につながります。そこで現在、ほとんど

の染織品は広げて保存することを基本方針としていま

す。イオン交換水を用い、糸目をそろえ、部分的には

紙を当てて補うこともあります。たいていは、この錦

道場幡（図版３４左）のように平面に仕上げますが、中

には、天蓋（図版３４右）のように、もとの形を勘案し

てある程度立体的に仕上げるものもあります。
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図版３５ 屏風装古裂

図版３６ 軸装古裂

図版３７ 玻瑠装古裂

図版３８ 古裂帳およびその収納状況

図版３９ 天蓋の修理（平成８～９年）

屏風装古裂 正倉院古裂を屏風装仕立にすること（図

版３５）は、先に紹介したように江戸時代以来行われて

いました。大正時代になって本格的に古裂整理がはじ

まると、古屏風の骨や帖など有効利用するために、こ

の方法が採られましたが、最近は一部のものを除いて

は行っていません。

軸装古裂 古裂を巻物仕立てとする（図版３６）方法は、

かつて狭い正倉内で染織品をコンパクトに収納する方

法として採用されていましたが、巻物をまるめたり、

広げたりするたびに古裂が傷むので、現在は採用して

いません。

玻瑠装古裂 染織品をガラス板で鋏んで収納する方法

（図版３７左）のメリットは、裂の表裏を観察できるこ

とです。最近まで、この方法は続いていました。しか

し、ガラスは調湿能が無いため、挟まれた部分の相対

湿度が高くなりやすいという問題が生じていました。

そこで現在は、中性紙二枚を用いて製作した台紙の落

とし込みに裂を配置し、台紙の周囲を以前からある木

枠で固定する方法に改装しています（図版３７右）。

古裂帖 小さな断片の古裂は、同じような種類、同じ

ような色のものごとに、まとめて、最終的にノート仕

立てとして、これをタンスに収納しています。この古

裂帖は現在約９００冊ほどになります（図版３８）。

なお、ごく一部の染織品については、現在の技術で

は修理が困難なため、そっと横たえているだけのもの

もあります

大型染織品の修理の様子 図版３９は、平成８～９年

（１９９６～１９９７）に大型染織品の最後の修理が行われた

時の様子です。修理品は天蓋であり、もっともベテラ

ンの修理専門の職員が根気よく一年かけて、その表裏

を修理しました。
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図版４０ 塵芥古裂の整理（現在）

図版４１ 経巻の修理

図版４２ 大正～昭和初期の外注修理

修理後

図版４３ 牧田三郎による皮革製品修理（昭和３４～５０年）

修理前

図版４４ 北村大通による漆工品修理（昭和３８～４８年）

修理前 修理後

塵芥古裂の整理 図版４０は、塵芥古裂の整理している

ところです。小さい古裂は水を用いて伸ばし、また古

裂の間から出てきた器物等の破片については、同類を

集め、収納しています。修理専門の職員も、点検時な

どには日頃様々な宝物に接しているので、小さな部品

についても、それが何の一部なのかたちどころにわか

る場合が多いのです。

経巻の修理 聖語蔵経巻の修理は、大正３年（１９１４）

から行っています。作業は虫食いの部分をひとつひと

つ和紙で補うものです。修理が終了すると、そのとき

の責任者が署名します。経巻の巻末に見える森林太郎

とは文豪森鴎外（１８６２―１９２２）のことで、鴎外は晩年

に帝室博物館の総長をつとめています（図４１）。

５．器物の修理

器物は大正時代以降、外注の修理が行われてきまし

た。大正１０年、昭和４年（１９２９）には正倉院の近くに

住む漆芸家吉田三兄弟（吉田立斎・北村久斎・吉田包

春）により、それぞれ密陀絵盆の修理、漆彩絵花形皿

の修理が行われました（図版４２）。戦後は牧田三郎氏

により昭和３４～５０年に皮革製品の修理が（図版４３）、

北村大通により昭和３８～４８年に漆工品修理が行われて

います（図版４４）。最近では平成５年（１９９３）から現

在まで、伎楽面の修理が行われており、漆の剥落や木

地の亀裂については漆芸家で人間国宝の北村昭斎氏

に、また顔料等の剥落止めは京都の岡墨光堂に依頼し

ています（図版４５・４６）。

御物整理掛の修理は、失われた部分についても、復

元できるところは、積極的に補う「復元修理」でした

が、吉田三兄弟以降の修理は、それ以上の宝物の損壊

を防ぐための最小限の修理で、「維持修理」とでも言

４８



図版４７ 模造品の原宝物（一部）

図版４８ 正倉院の保存科学関係年譜

うべきものです。このような方針は、現在正倉院宝物

のみならず、わが国における文化財修理の理念におけ

る潮流となっています。

６．宝物の模造

正倉院宝物の公開は今のところ国立博物館のみに限

られています。それ以外の場所や機会に正倉院宝物に

匹敵するものを広く鑑賞して頂くことなどを目的とし

て、正倉院の模造事業は、昭和４７年（１９７２）にはじま

り、現在までに４３件の模造品が完成しました。図版４７

には完成した模造品の原宝物の一部を示しています。

模造は、形をまねるだけではなく、製作技法や使用素

材も、できる限り原宝物と同じにすることを目的とし

ています。しかし優秀な製作者が高齢化する一方、若

い世代が育たないことによる人材難と、象牙や玳瑁な

ど、当時良く用いられた動物素材が、ワシントン条約

のからみもあって調達しにくいことなどが難点になっ

て、模造の実施は年々難しくなっています。加えて現

在の国家の方針で、修理・模造などについても、可能

な限り競争入札をすべきではないかという考えが出始

め、それが実現すれば、私たちの望む技術レベルの維

持は事実上できなくなる可能性があります。

７．正倉院事務所における保存科学

正倉院事務所における保存科学関係の年譜を図版４８

に示しました。正倉院事務所における保存科学的な取

り組みは、昭和３０年頃から始まりました。この頃、正

倉院の敷地の北東に観光ドライブウエィーが開通し、

周辺の大気環境が急激に悪化し、宝物に様々な影響が

及ぶようになったのです。正倉院事務所の初代所長で

あった和田軍一氏は、大阪管区気象台などに正倉内外

あるいは新宝庫内外の保存環境調査を委嘱し、この問

題の解決にあたりました。また専門の職員はいなかっ

たものの、実験室なども一応備えられ（図版４９左上）、

また調査の一部を一般の職員が手伝っていました。

正倉院における保存科学を専門とする職員の採用

は、昭和４８年が最初でした。私が奉職することになっ

たのはちょうどその１０年後の昭和５８年で（図版４９右

上）、初代職員が他の職場に転出したのに伴うもので

した。平成１０年（１９９８）頃までには、調査に用いる分

析機器類がかなり充実し（図版４９下）、また平成１７年

には保存科学専門職員が増員され、計２名となりまし

た。

図版４５ 伎楽面の修理風景

修理後修理前

伎楽面木彫第５６号

図版４６ 伎楽面の修理（平成５年～）
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１９８０年代

２０００年

図版４９ 保存科学室（実験室）の変遷

１９５０年代

奈良 奥山ドライブウェー（昭和３０年に開通） 昭和３１年の庫内（南倉）の様子

銀壺

図版５０

図版５３ 金属板腐食試料調査

宝庫の保存環境とその調査 図版５０左上は正倉院の各

施設と奈良の奥山ドライブウェーを示す航空写真で

す。当時は正倉に宝物が保存されており、その多くは、

展示ケースを兼ねたガラス戸棚内にありました（図版

５０右上）。ドライブウェーの開通により、戸棚内に置

いてあった銀壺（図版５０下）の表面がイオウ酸化物の

影響により、それとわかるくらい黒化したといわれて

います。

西宝庫・東宝庫は、イオウ酸化物、窒素酸化物など

を除去するための空気浄化設備を備えています（図版

５１）。文化財収蔵庫にこれらの設備を付加することは

現在では常識ですが、昭和３０年代では、非常に先進的

であったと言えましょう。

現在私たちは、空気浄化設備の効力を確かめるため

に、宝庫内外においてトリエタノールアミン円筒濾紙

法による二酸化窒素・二酸化イオウの測定（図版５２）

と、金属板（銀板・銅板・鉄板）の反射率測定（図版

５３）を行っています。両者は別の原理に基づいた方法

で、前者はその測定値が小さいほど、また後者は一年

を通しての反射率比の低下の度合が小さいほど、望ま

しい空気環境であると、すなわち空気浄化設備がしっ

かりと機能していると判断できるわけです。これらの

指標が例年に比べ、大幅に悪化すると問題ですが、今

のところずっと例年並みであることを確認しています。

文化財害虫対策 わが国でよく知られる文化財害虫に

は、ヒメマルカツオブシムシ（幼虫）、イガ（幼虫）、

図版５１ 西宝庫裏側（空調室側）

図版５２ トリエタノールアミン法による調査
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図版５４ エヒ香

図版５５ 正倉院の燻蒸装置と宝物の燻蒸

処理中の花氈

自動窒素発生装置

図版５６ 脱酸素システムによる殺虫の試み

図版５７ 明治８年奈良博覧会出陳品目録

シミ、シバンムシ、ゴキブリなどがあります。正倉院

の文化財害虫対策については、歴史的にはエヒ香と称

する忌避剤を用いてきました。これは白檀・丁子・沈

香・甘松香からなる合香であり、正倉院宝物の中にも

当時のものが伝わっています（図版５４）。２０年ほど前

まで新しいものを作っていましたが、どうやら虫が忌

避する効果はほとんどないことがわかり、現在その目

的のためには使用していません。現在私たちが使用し

ている忌避剤は樟脳です。

殺虫燻蒸 正倉院事務所では昭和３０年（１９５５）に文化

財用第１号となる燻蒸装置を導入（図版５５左）しまし

た。この装置によって、昭和３０～３５年までの間、花氈、

馬鞍、弓、琴など約２００点の宝物の燻蒸を行いました

（図版５５右）。この臭化メチルは。現在オゾン層を破

壊する悪玉化合物として摘発され、文化財分野でも、

使用禁止になっています。

昭和３０年代に宝物の燻蒸が実施できたおかげで、現

在宝物に虫害による被害はほとんど認められません。

前にも述べましたが、現在私たちは、虫害対策として

は、目視による点検を主体に行っています。

正倉院以外でも、IPMと呼ばれる、目視等による点

検を主体とする方法が流行ってきましたが、これと併

行して、臭化メチル－酸化エチレンに代わる薬剤の開

発や、新しい殺虫法の開発も行われています。

その様な方法のひとつに害虫を窒息させることを目

的とする低酸素法と呼ばれる方法があります。正倉院

事務所でも、そのために開発された窒素発生装置を導

入し、殺虫効果などをいろいろ試しているところです

（図版５６）。

黴害対策 黴害については、それが宝物に認められた

場合、アルコールによる拭き取りによる除去を基本と

しています。また予防的には商品名BCAゲルと呼ば

れる薬剤（シリカゲル乾燥剤＋α－ブロムシンナムア
ルデヒド）を用いています。現在はこの薬剤による効

果を高めるため、予防の対象となる宝物をこの薬剤と

ともに、ガスバリアフィルムに封じ込める試みも行っ

ています。

８．正倉院宝物の公開

正倉院宝物の一般公開は明治時代の初期に数回行わ

れています。図版５７は明治８年（１８７５）に行われた奈

良博覧会の出陳品の目録です。

また明治時代からは開封期間中に正倉内部での宝物

の公開も行われるようになりました。この方法は正倉

院展がはじまった後も昭和３４年まで続きます。残念な

がらその拝観が許されたのは一定資格を満たした貴紳

のみでした。図版５８は、現在の正倉内部の様子です。

ここに見えるガラス扉の展示ケースは、その板ガラス

を明治１２年に伊藤博文がドイツから取り寄せ、取り付

けさせたものと言われています。
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図版５８ 宝庫内部の様子（現在）

図版５９ 正倉院展（平成１８年）

図版６０ 建長６年の落雷の痕跡（正倉北倉）

正倉院展 昭和２１年（１９４６）から奈良国立博物館にお

いて正倉院展がはじまりました（図版５９）。これ自体

は一般の国民が唯一宝物を直接鑑賞することのできる

場として、とても大切です。近年、後援の新聞社が交

替し、広告などを通し、入場者の大幅アップに力が注

がれるようになました。直近の正倉院展では入場者の

１日平均は１万７千人くらいです。これだけ混雑する

展覧会はわが国では希と言って良く、またこのことに

よる問題が生じています。すなわち展示ケースの周囲

における観客の密集がケース内の温湿度の安定に影響

を与えることがあるのです。このことについては現在

様々な方法で解決が図られていますが、展覧会に興味

のない人々まで、宣伝により引き込むことについては

デメリットもあるのです。

９．正倉院周囲の火災と現在の消防体勢

正倉院正倉は幾度か火災の危機がありました。木造

建築ですので、火事になれば、建物と収蔵物はそれで

終わりです。現在まで、火災により灰燼に帰さずにす

んだのは、ある意味で奇跡に近いことです。記録に残

る火災の危機としては、延喜１７年（９１７）の講堂や僧

坊の羅災、治承４年（１１８０）の平重衡の南都焼き討ち、

建長６年（１２５４）の北倉への落雷（図版６０）、永禄１０

年（１５６７）の三好三人衆と松永久秀の戦いなどがあり

ます。このうち２件の戦災では大仏殿を含め東大寺構

内の主要な建物は軒並み羅災していますが、いずれも

正倉院正倉は難を逃れることができました。また建長

６年の落雷は、夜の８時頃の出来事で、扉付近から発

火しましたが、何とか初期消火に成功したようです。

現在も北倉の扉脇にはそのときの焦げ跡が残っていま

す。（図版６０）。

現在は宝物は西東両宝庫に収蔵していますので、こ

れについては火災の心配はほぼなくなりました。しか

し、正倉については建長６年の落雷が示すように、火

災の危機が去ったわけではありません。正倉の周囲に

は放水銃ならびに放水ポンプの取水口もあり、何かあ

れば正倉院の職員と、正倉の周囲を巡回する皇宮警察

官が出動し、また近所の人々によって組織されている

特設消防隊も駆けつけることになっています。

おわりに

以上「正倉院宝物の曝涼」というタイトルで、正倉

院における、正倉や宝物保存に関する取り組みの一端

をご紹介しました。「正倉院の仕事」と言えば、皆様

はおそらく正倉院展のことを思い浮かべ、ほかは何を

しているのか知らなかったのではないかと思います

が、この話が、正倉院の仕事に対する理解を深め、ま

たより一層、正倉院、正倉院宝物に興味を持っていた

だくきっかけになれば幸いです。
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